
世界子ども愛樹祭コンクール20周年
記念授賞式
平成23年度八女市の財政状況をお
知らせします   

Ｐ2～3

Ｐ4～7    

【今月の主な内容】

野瀬宏光さん（久留米市）と永尾美樹さん（蒲原）
の挙式が4月17日㈰矢部村で行われ、日向神峡
の「ハート岩」を前に幸せの鐘を鳴らし、永遠の
愛を誓いました。２人は「気がねなく、何でも言
い合える家庭をつくっていきたい」と話しました。

永遠の愛を誓う
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ぼ
く
の
町
に
は
、
と
て
も
有
名
な
桜
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
桜
は
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
町
民
の
み

ん
な
に
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
目
千
本
桜
と
い

う
品
種
で
す
。
町
の
中
心
を
流
れ
て
い
る
白
石
川
の

両
わ
き
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
植
え
ら
れ
た
木

で
す
。
本
数
に
す
る
と
千
二
百
本
の
桜
の
ア
ー
ケ
ー

ド
状
に
な
っ
て
い
て
三
分
の
一
が
じ
ゅ
れ
い
八
十
年

以
上
の
桜
だ
そ
う
で
す
。

　
ぼ
く
が
学
校
の
校
外
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
で
学
習
し
た
、

こ
の
桜
の
話
は
、
大
正
十
二
年
に
、
大
河
原
町
出
身

で
東
京
に
出
て
成
こ
う
し
た
高
山
開
治
郎
と
い
う
人

が
、
白
石
川
の
河
川
敷
に
桜
の
苗
木
を
千
二
百
本

を
お
く
り
、
何
十
年
後
の
桜
の
名
所
に
し
よ
う
と
わ

が
町
の
た
め
に
夢
見
て
、
東
京
か
ら
植
木
し
ょ
く
人

さ
ん
を
よ
ん
で
一
緒
に
白
石
川
の
河
川
敷
に
桜
の
苗

木
を
自
分
で
植
え
こ
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　
一
本
一
本
職
人
さ
ん
と
と
も
に
千
二
百
本
も
の
桜

を
植
え
る
の
っ
て
も
の
す
ご
く
気
持
ち
を
強
く
持
っ

て
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
だ
な
あ
と
ぼ
く
は
、
思
い

ま
す
。
そ
の
強
い
気
持
ち
で
開
治
郎
さ
ん
が
植
え
た

桜
を
町
の
み
ん
な
が
き
ち
っ
と
守
っ
て
い
る
の
で
す
。

町
に
あ
る
柴
田
農
林
高
校
の
人
た
ち
も
大
人
の
人

た
ち
も
み
ん
な
協
力
し
て
守
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

春
に
な
る
と
桜
の
じ
ゅ
木
と
一
緒
に
ざ
お
う
山
が
は

い
け
い
に
見
え
て
き
て
水
鳥
も
白
石
川
で
泳
ぎ
、
と

て
も
き
れ
い
で
す
。

　
桜
ま
つ
り
の
と
き
は
、
屋
形
船
も
出
て
、
夜
は
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
で
桜
の
花
び
ら
が
わ

た
の
よ
う
で
ワ
ァ
ー
と
目
が
桜
の
花
び
ら
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
と
て
も
す
て
き
で
す
。
明
る
い
日
中
も

色
々
な
所
か
ら
か
ん
こ
う
の
お
客
さ
ん
が
大
型
バ
ス

で
来
て
歩
け
な
く
な
り
ま
す
。

　
上
や
周
り
を
見
る
と
白
い
桜
や
う
す
い
ピ
ン
ク
の

桜
、ち
ょ
っ
と
こ
い
目
の
桜
な
ど
が
ま
ん
開
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
冬
も
桜
の
花
が
ち
っ
た
後
で
も
雪
が
ふ

り
つ
も
り
雪
の
花
び
ら
が
ま
ん
開
に
な
り
ま
す
。
ざ

お
う
山
の
山
に
も
雪
が
つ
も
り
あ
た
り
一
面
真
っ
白

だ
け
ど
と
て
も
気
持
ち
が
良
い
で
す
。
白
鳥
も
い
て

白
石
川
は
、
桜
に
か
わ
り
真
っ
白
な
雪
の
じ
ゅ
木
な

み
木
に
変
わ
り
ま
す
。

　
ぼ
く
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
も
大
河
原
町
の

一
目
千
本
桜
は
、
町
の
み
ん
な
を
目
や
体
ぜ
ん
体
で

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
さ

き
続
け
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
　

ぼ
く
の
町
の
桜
と
自
然

宮
城
県
大
河
原
町 

大
河
原
小
学
校
４
年

　
　

 　
清
水  

聖せ

生な

　
　
　
　
　
　
　

世
界
子
ど
も
愛
樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
世
界
子
ど
も
愛
樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル
・
コ
ス
モ
ネ
ッ
ト
主
催
）

　
　
　
　
　
　

の
表
彰
式
が
３
月
27
日
㈰
矢
部
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル
「
木
龍
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
樹
木

を
愛
し
、
自
然
と
郷
土
を
愛
す
る
心
を
は
ぐ
く
も
う
と
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
20
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
は
国
内
外

か
ら
詩
・
作
文
の
部
に
３
２
７
点
、
絵
画
の
部
に
１
７
４
１
点
、
木
は
が
き
の
部
に
３
８
３
点
の
応
募
が
あ
り
、
一
次
選
考
・
最

終
選
考
を
経
て
、
96
人
が
入
選
し
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
学
年
は
平
成
23
年
３
月
末
現
在
）

　詩・作文で「森の大賞」に選ばれた清水聖生く
んの作品。「郷土出身の高山開治郎さんが苦学力
行、東京へ出て商機新聞社長となり、故郷に桜千
本苗木の寄贈、今では蔵王山を背景に観光名所、
素晴らしい郷土愛の物語」（詩人・椎窓猛さん評）
　宮城県は3月11日の大震災で約8,000人が亡
くなられ、今なお8,000人が行方不明となる大被
害を受けました。聖生くんの住む大河原町は震度6
弱を記録したものの死者・行方不明者はなく、大き
な被害を受けた家屋もなかったそうです。4月12
日現在、電話・水道も回復しました。しかし今も余

震は断続的に続き、不安の中で生活されています。
　通常より1週間ほど遅れ、4月14日に始業式を
迎えたという聖生くん。「生活も正常にもどりつつあ
ります。聖生も学校が始まるのを喜んでいますが、
余震が続くので心配しています」と、母の清美さん。
　大河原町では今年の桜まつりは中止になりまし
たが、開花を心待ちにしていた人々に応えるよう
に4月中旬、美しい桜の花が満開となりました。
町のシンボルであり誇りである桜が、聖生くんの
作文にもあるように、どれほど多くの皆さんの心
をなぐさめ、支え、励ましてくれたことでしょう。

木はがき15歳以下の部

（環境大臣賞）
森の大賞

新
た
な
歩
み
を
誓
う

一目千本桜（大河原町提供）

冨田結香さんの作品

表彰式前に記念植樹が行われました

《
第
20
回
》世
界

子
ど
も
愛
樹
祭

コ
ン
ク
ー
ル

森
の
大
賞

（
文
部
科
学
大
臣
賞
）

【
詩・作

文
の
部
】
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絵画の部

（林野庁長官賞）
森の大賞

木はがき16歳以上の部

（郵便事業株式会社社長賞）
森の大賞

▼絵画の部
賞　　　名 氏　　名 学年 地　　域

森の大賞(林野庁長官賞）中村文香 小５ 青森県八戸市
西日本新聞社賞 中司　京 小1 八女市

▼詩・作文の部
賞　　名 氏　名 作品題名 学年 住所

森の大賞
（文部科学大臣賞） 清水聖生 ぼくの町の桜と自然 小４ 宮城県

大河原町
みどりの賞（県知事賞） 栗原すずみ 父の仕事 中１ 八女市
吉田民尚賞 木村水咲 名残りおしい木のぬくもり 中３ 〃
椎窓　猛賞 草場　瞳 みんなのねがいがこめられた木 小２ 〃
西日本新聞社賞 木村魁晃 人と大地を結ぶ浮立 中３ 〃
朝日新聞社賞 江田千晃 木のぬくもりと共に 中３ 〃
読売新聞西部本社賞 安納　玄 ぼくの住んでいる柏原と矢部の自然 小４ 〃
毎日新聞社賞 江田樹里 命の水 中１ 〃
教育新聞社賞 堀下誓也 木の運命 中２ 〃
ＦＢＳ福岡放送賞 高山莉帆 わたしとすぎ太 小２ 〃
ＦＢＳ福岡放送賞 堀下亜美 お父さんの仕事 中１ 〃
九州朝日放送賞 中島　楓 自然と野生動物 中１ 〃
ＮＨＫ福岡放送局賞 山下稚尋 つきじかんのんのいちょうの木 小２ 〃
ＲＫＢ毎日放送賞 入部春那 イチョウの記ねん樹 小４ 〃
ＲＫＢ毎日放送賞 栗原朝香 八女津媛神社の魅力 中３ 〃
テレビ西日本賞 仁田原風花 ひいおじいちゃんの木の家 小４ 〃

（20周年記念事業）
県森林組合連合会会長賞 玉城健三 マングローブ 小３ 〃

しゃくなげ賞 原島明日香 桑ノ平の守り神 中３ 〃
さくら賞 倉ノ下萌香 まきの木の散ぱつ 小４ 〃
さくら賞 江田拓真 矢部村の四季 中２ 〃

▼木はがきの部（１５歳以下）
賞　　　名 氏　名 学年・年齢 住所

森の大賞（環境大臣賞） 冨田結香 小１ 筑後市
（環境教育奨励賞）
九州電力株式会社福岡支店賞 轟　玲衣 中１ 八女市

（２０周年記念事業）
福岡県森林組合連合会会長賞 高山莉帆 小２ 八女市

さくら賞 安納　玄 小４ 八女市
▼木はがきの部（１６歳以上）
森の大賞（郵便事業株式会社社長賞） 小島美重子 61歳 朝倉市
さくら賞 小森　武次 94歳 八女市

　
彰
式
会
場
と
な
っ
た
木
龍
に
は

関
係
者
約
３
０
０
人
が
集
ま

り
、
最
初
に
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た

皆
様
へ
黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
詩
・
作
文
の
部
と
絵
画
の
部
で
は

東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
児
童
が

そ
れ
ぞ
れ
「
森
の
大
賞
」
を
受
賞
。

絵
画
の
部
で
大
賞
を
受
賞
し
た
中

村
文
香
さ
ん
は
、「
こ
の
日
を
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
」
と
青

森
県
八
戸
市
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

　
20
周
年
を
記
念
し
て
「
記
念
ト
ー

ク
」
が
あ
り
、
20
年
間
の
あ
ゆ
み
を

椎
窓
猛
さ
ん
が
思
い
出
話
を
含
め
回

想
し
ま
し
た
。
審
査
員
を
務
め
て
い

る
吉
田
民
尚
さ
ん
（
日
展
会
員
）
は

「
両
親
や
周
り
の
人
た
ち
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
」
と

話
し
、
長
野
ヒ
デ
子
さ
ん
（
絵
本
作

家
）
は
、自
作
絵
本
「
す
っ
す
っ
は
っ

は
っ
こ
・
き
ゅ
・
う
」
を
会
場
と
一

緒
に
な
っ
て
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
最
後
に
記
念
宣
言
が
読
み
上
げ

ら
れ
、
愛
樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル
の
願
い

に
基
づ
き
、
新
た
な
歩
み
を
進
め
る

こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
過
去
の
優
秀
作
品
は
杣
の
里
渓

流
公
園
内
の
野
外
画
廊
に
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
と
し
て
展
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

杣
の
ふ
る
さ
と
文
化
館
（
矢
部
中
学

校
旧
校
舎
）
の
中
の
愛
樹
祭
記
念

館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
コ
ン
ク
ー
ル
事

務
局
（
☎
４
７・２
０
５
５
）

第 20 回記念宣言をみんなで読み上げました
「20周年を記念し、今こそ人間のわがまま
や物・お金に対する欲を洗い、緑ゆたか
な大地その自然の声を聞き、耳をすまし国
をあげての復興にそれぞれの立場から愛
をともして、力強く生き生きと努めることを
ここに誓い、愛樹祭コンクールの願いに基
づき新たな歩みをみんなで進めましょう」

矢部中1年の栗原さ
んは、林業に従事し
「新月伐採」の仕事
をしている父のこと
を書き「みどりの賞」
に輝きました。記念
トークでは作文を朗
読。「父の仕事を誇
りに思う。この素晴ら
しい木をもっと多くの
人に知ってもらいた
い」と訴えました。

青森県から参加した中村さん

中村文香さんの作品 小島美重子さんの作品

作文を朗読する栗原さん

第 20 回世界子ども愛樹祭コンクール結果
森の大賞（最高賞）のほか、市内入賞者を掲載しています※敬称略

表
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八
女
市
の
財
政
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

合
併
後
２
年
目
と
な
る
平
成

23
年
度
当
初
予
算
は
、
新

市
と
し
て
は
初
め
て
の
本
格
的
な

予
算
で
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
22

年
度
に
策
定
し
た
「
第
４
次
八
女

市
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、
全
市

の
一
体
化
と
均
衡
の
と
れ
た
住
み

よ
い
ま
ち
を
め
ざ
し
、
予
算
編
成

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
初
予

算
編
成
と
同
時
期
に
、
国
の
第
１

次
補
正
予
算
が
措
置
さ
れ
、
当
初

予
算
で
計
上
を
予
定
し
て
い
た
事

業
を
一
部
前
倒
し
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額

は
３
１
８
億
７
５
０
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
民
健
康
保

険
事
業
費
な
ど
の
特
別
会
計
の
予

算
総
額
は
１
７
６
億
８
６
８
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
水
道
事
業
会
計

予
算
総
額
は
８
億
９
３
７
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

八
女
市
で
は
条
例
に
基
づ
き
、
毎
年
５
月
と
11
月
に
市
の
財
政
事
情

を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
平
成
23
年
度
予
算
の
内
容
と
平
成
22

年
度
予
算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
広
報
紙
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
簡
素
化
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、「
財
政

事
情
」
は
、
財
政
係
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ
＝
行
財
政
改
革
推
進
課
（
☎
２
３・１
３
４
６
）

平成23年度

特別会計名 歳入歳出予算額
国 民 健 康 保 険 事 業 費 95億3,631万円

簡 易 水 道 事 業 費 1億8,741万円

住宅新築資金等貸付事業費 403万円

下 水 道 事 業 12億997万円

介 護 保 険 事 業 費 55億8,719万円

後 期 高 齢 者 医 療 9億975万円

農 業 集 落 排 水 事 業 8,498万円

矢 部 診 療 所 6,349万円

黒 木 町 串 毛 財 産 区 171万円

黒 木 町 木 屋 財 産 区 1,187万円

黒 木 町 大 淵 財 産 区 1,200万円

水 道 事 業 8億9,370万円

区　　分
負担の状況（円）
一  人
当たり

一世帯
当たり

1 市 民 税 33,295 97,449
（1）個人 28,070 82,157
（2）法人 5,225 15,293

2 固定資産税 46,573 136,312
3 軽自動車税 2,530 7,405
4 市たばこ税 5,289 15,479
5 入 湯 税 221 646

合　　計 87,908 257,291

注１）予算額÷人口・世帯数で算出して
います。
注２）各項目の小数点以下を四捨五入し
ているため、合計欄と計が一致しない場
合があります。

（平成23年3月31日現在）
（人口：69,907人 世帯数：23,885世帯）

▽平成23年度市税（現年度分）
の負担状況

▽平成23年度特別会計予算

完成した八女市民会館「おりなす八女」
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財政用語解説 平成23年度予算
一般会計予算は318億7,500万円

歳出を性質別にみると…

民生費
99億8,376万円

（31.3％）24億2,861万円
（7.6％） 教育費

公債費
43億9,517万円

（13.8％）総務費
41億7,923万円

（13.1％）

衛生費
27億2,191万円

（8.5％）
土木費

28億5,096万円
（9.0％）

農林水産業費

22億5,699万円
（7.1％）

消 

防 

費

13億6,977万円（4.3％）
商 

工 

費

その他 5億2,582万円（1.6％）11億6,278万円（3.7％）　

人 件 費 56億4,065万円（17.7％）

物件費（消費的経費） 40億9,568万円 （12.8％）

投 資 的 経 費 30億8,329万円　　（9.7％）

扶助費・補助費等 108億6,887万円（34.1％）

そ の 他 81億8,651万円（25.7％）

自主財源
24.6％

依存財源
75.4％

市　税
62億5,118万円

（19.6％）
4億6,606万円

（1.5％）

11億1,148万円
（3.5％）

その他
諸収入

地方交付税
139億7,500万円

（43.8％）

国県支出金
60億3,818万円

（18.9％）

27億700万円
（8.5％）

市債

そ
の
他

13億2,610万円（4.2％）

歳 入 １年間に市に入るすべての収入
歳 出 １年間で市が活用するすべての

支出
一 般 会 計 総務費・民生費・土木費・教育

費など、市の基本的な行政運営
に必要な経費を計上した合計

特 別 会 計 特定の事業を行うため、一般会
計と区別して処理する会計

歳入用語
自 主 財 源 市税や諸収入など、市が自力で

集めるお金
依 存 財 源 国や県の意思により、定められ

た額を交付されたり割り当てら
れたりして入るお金

市 税 皆さんから市に納められるお金
地方交付税 所得税など国が徴収した税金の

中から、市の財政状況に応じて
交付されるお金

国県支出金 事業など特定の目的の費用とし
て、国・県から交付されるお金

市 債 大きな事業を行うために、国や
金融機関から借り入れるお金

歳出用語
民 生 費 高齢者・身体しょうがい者・保

育所などの福祉全般の事務事業
に使うお金

衛 生 費 健康診断・予防接種・ごみ回収
など、安全で衛生的な生活に使
うお金

総 務 費 課税徴収・住民窓口・選挙・統
計などの市の事務に使うお金

公 債 費 市債の返済のために使うお金
教 育 費 学校運営の費用や、文化会館・

図書館・公民館など教育全般に
使うお金

土 木 費 道路・公園整備・住宅管理など
に使うお金

農林水産業費 農道整備・林業・農業振興など
農業活性化に使うお金

消 防 費 消防活動・消防施設の整備など
に使うお金

商 工 費 商工業の育成・観光事業の発展
に使うお金

投資的経費 道路の建設など、社会資本の形
成に向けられるお金

物 件 費 市が行う行政サービスの中で効
果が短期間のものや、旅費・需
用費・役務費などのような消費
的性質のお金

扶 助 費 生活保護法・児童福祉法・老人
福祉法などの法令により、被扶
助者に支給するお金

318億7,500万円の内訳

318億7,500万円の内訳

歳 入

歳 出
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4

3

2

1

今年度の
主な事業平

成
22
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
３
８
２
億
６
０
７
１
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
平
成
23
年
３
月
31
日
現
在

で
は
、
３
０
５
億
６
８
２
８
万
円
（
79
・
９
％
）
を
収
入
し
、
２
８

１
億
９
６
６
６
万
円
（
73
・
７
％
）
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

左
の
グ
ラ
フ
は
、
平
成
22
年
度
の
予
算
総
額
を
、
歳
入
（
入
っ
て

く
る
お
金
）
歳
出
（
出
て
い
く
お
金
）
別
に
分
け
て
、
予
算
額
と
執

行
額
（
使
っ
た
お
金
）
を
表
し
た
も
の
で
す
。

◉ 快適で安全・安心な暮らしを支える基盤づくり
    と都市機能の充実
◦コミュニティＦＭ放送局設備整備事業　※１ 2億115万円

◦自主防災組織支援整備事業 400万円

◦道路・河川・林道新設改良維持事業 13億9,427万円

◦予約型乗合タクシー運行事業　※２ 6,459万円

◦ハザードマップ全世帯配布事業 132万円

◉ 人と自然にやさしく、暮らしやすい生活空間づくり

◦伝統的建造物群保存事業 1億5,835万円

◦街なみ環境整備事業 1億3,872万円

◦浄化槽設置整備事業 9,915万円

◦消費生活相談事業 489万円

◉ 地場産業・観光の振興と地域資源を活かした
    新産業創出、雇用の確保
◦八女伝統工芸館物産館（仮称）建設事業 1億6,442万円

◦鳥獣被害防止総合対策事業 1億800万円

◦八女材普及促進住宅資材助成事業 3,000万円

◦観光デマンド交通試験運行事業 1,382万円

◦農村女性活動推進支援事業 300万円

◦新規就農促進支援事業 215万円

◦活力ある高収益型園芸産地育成事業 3億5,565万円

◉ 少子・高齢社会に対応し、自分らしく、安心
    して暮らせるまちづくり
◦子育て支援拠点施設建設設計業務　 900万円

◦40歳時人間ドック事業 779万円

◦若年層（30歳～39歳）健診事業　※３ 100万円

◉ 生きる力の育成と豊かな心を育てるまちづくり

◦姉妹（友好）都市締結推進事業 393万円
◦スクールカウンセラーおよびスクールソーシャ
ルワーカー派遣事業　※４ 300万円

◦上陽北汭学園校舎増築等教育環境整備事業 3億943万円

◉ 市民とともに歩み、市民とともに進めるまちづくり

◦地域づくり提案事業 800万円

◦まちづくり指導員設置事業 380万円

若い世代の健康づくりのために、職場等で受
診する機会のない30歳代の人を対象に、心臓
病、脳卒中、糖尿病などの生活習慣病予防の
ための健診（身体計測、血圧測定、血液検査、
尿検査など）を実施します。

小中学校におけるいじめや不登校、そのほかさ
まざまな事情を抱える児童生徒およびその家庭
に対する支援として、スクールカウンセラー・ス
クールソーシャルワーカーを学校へ配置し、学
校と家庭と関係機関との連携充実を図ります。

平成22年12月に八女市全域に拡大した予約型乗
合タクシーを、来年度からの本格運行を目指して、
引き続き八女市全域で試験運行を実施します。

市全域へ防災および行政・生活情報の伝達を
行い、安全で安心な町づくりの実現と市民の
豊かでゆとりある生活に役立てることを目的に

「コミュニティＦＭ放送」を整備します。

コミュニティＦＭ放送局設備
整備事業1

予約型乗合タクシー運行事業2

若年層健診事業3

スクールカウンセラーおよびスクー
ルソーシャルワーカー派遣事業4

平
成
22
年
度

予
算
の
執
行
状
況

Ｐｉｃｋ Uｐ！
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財
産
・
市
債
の
現
在
高
は
、
平
成
23
年
３
月
31
日
の

状
況
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
の
特
別

会
計
の
執
行
状
況
に
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
各
会
計
と

も
に
、
目
的
に
沿
っ
た
適
切
な
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

305億6,828万円
382億6,071万円
281億9,666万円

382億6,071万円

区分 土　地 建　物
庁舎 65,845 ㎡ 27,717 ㎡

学校 507,233 ㎡ 146,667 ㎡

住宅 168,234 ㎡ 56,322 ㎡

公園 245,005 ㎡ 825 ㎡

その他 10,865,210 ㎡ 185,318 ㎡

計 11,851,527 ㎡ 416,849 ㎡

車両 313台 基金  142億2691万円

特別会計名 歳入歳出 
予算現額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

国 民 健 康 保 険 事 業 費 1,029,306 800,989 77.8 927,902 90.1
簡 易 水 道 事 業 費 27,932 24,256 86.8 22,051 78.9
住宅新築資金等貸付事業費 15,129 473 3.1 15,068 99.6
老 人 保 健 1,256 509 40.5 4 0.3
下 水 道 事 業 102,787 60,359 58.7 78,218 76.1
介 護 保 険 事 業 費 561,795 562,217 100.1 500,827 89.1
後 期 高 齢 者 医 療 87,461 84,265 96.3 83,433 95.4
農 業 集 落 排 水 事 業 8,541 8,525 99.8 8,247 96.6
矢 部 診 療 所 5,700 4,246 74.5 4,913 86.2
黒 木 町 串 毛 財 産 区 179 185 103.5 10 5.4
黒 木 町 木 屋 財 産 区 1,295 1,386 107.0 52 4.0
黒 木 町 大 淵 財 産 区 863 1,292 149.6 58 6.7

区　　分 現在高 区　　分 現在高　
一
般
会
計

普通債

総 務 債 21,894
　
一
般
会
計

過 疎 対 策 事 業 債 717,022
民 生 債 9,104 辺 地 対 策 事 業 債 155,456
衛 生 債 231,683 そ の 他 1,172,393
農 林 水 産業 債 87,264 小　　計 3,149,099
商 工 債 2,997

　

特
別
会
計

簡易水道事業費特別会計 28,614
土 木 債 444,234 住宅新築資金等貸付事業費特別会計 1,031
公営住宅債 96,266 下水道事業特別会計 611,037
消 防 債 550 農業集落排水事業特別会計 84,065
教 育 債 210,238 小　　計 724,746

合　　　　計 3,873,846

（単位：万円）

（単位：万円・％）

（単位：万円）（単位：万円）

市
有
財
産
・
市
債
な

ど
の
そ
の
他
の
状
況

衛 生 費

総 務 費

民 生 費

公 債 費

教 育 費

土 木 費

農林水産業費

商 工 費

そ の 他

予算額
支出済額

歳出

1,010,885

742,880

463,865

489,758

327,810

276,658

220,094

131,516

162,605

878,884

366,801

463,736

303,405

202,846

243,015

113,658

97,064

150,257

1,500,000 1,000,000 500,000 0

予算額
収入済額

歳入
諸 収 入

国庫支出金

地方交付税

市　　　税

市 債

県支出金

分 担 金
および負担金

使 用 料
および手数料

そ の 他

1,487,845

647,387

629,346

390,732

270,435

101,925

41,517

33,561

223,323

1,518,000

261,503

635,032

75,960

152,925

104,068

37,607

32,140

239,593

1,500,0001,000,000500,0000

▽平成22年度特別会計執行状況

▽市有財産▽平成22年度市債の現在高

支出率　73.7％ 収入率　79.9％
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八女消防本部管内では今
年に入り火災が多発し

ています。その原因の多くが、
たき火や枯れ草の焼却中に
よるものです。また、山火事
は例年、春先を中心に多く
発生しています。これは、春先に降雨量が少なく
空気が乾燥し、強風が吹く中で火入れが行われ
たり、土・日曜日や祝日に山菜採りや森林レクリエー
ションなどを楽しむ入山者が増加することなどが
原因と考えられます。
　林野火災での消防活動は、消防水利の不足や
道路状況が良くないなどの地理的、地形的条件か
ら困難を伴う場合が多く、特に空気の乾燥や強風
等の気象条件も加わると、火災が広範囲に広がる
危険性があります。加えて、一度焼失した森林は、
再生するまでに長い年月と多くの労力や経費を要
するとともに、保水能力が低下し、台風や集中豪
雨などの大雨に伴って土砂崩れなどの自然災害を
誘発する恐れもあります。火災の多くは、皆さん
一人一人の注意で防ぐことができます。貴重な森
林資源、さらには人命や財産を火災から守るため、
火気の取り扱いにはくれぐれも気をつけましょう。

福
岡
県
で
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
自
主
的
に
グ
ル
ー
プ

を
作
っ
て
防
犯
活
動
を
開
始
す
る

際
に
、
そ
の
立
ち
上
げ
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◦
対
象
団
体
＝
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
自
主
防
犯

組
織
な

ど⑴
県
内

で
自
主

的
に
防

犯
活
動

を
開
始

し
よ
う

と
す
る

団
体

⑵
既
に
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

さ
ら
に
活
動
を
充
実
し
よ
う
と
す

る
団
体

◦
事
業
内
容
＝
①
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
②
防
犯
広
報
・
啓
発
活
動

③
防
犯
情
報
の
整
備
④
子
ど
も
の

見
守
り
な
ど
の
防
犯
活
動

◦
補
助
金
交
付
の
条
件
＝
補
助
事

業
終
了
後
３
年
間
は
、
防
犯
活
動

を
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
対
象
経
費
の
例
〉

①
帽
子
、
ベ
ス
ト
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
な

ど
の
防
犯
活
動
用
被
服

②
防
犯
用
腕
章
、
タ
ス
キ
、
の
ぼ

り
旗
、
防
犯
用
笛
、
防
犯
ベ
ル
、

懐
中
電
灯
な
ど
の
防
犯
活
動
物
品

③
講
師
の
謝
金
や
旅
費
、
会
議
室

使
用
料
な
ど
の
研
修
会
等
開
催
時

の
費
用

④
看
板
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
製
作
・

購
入
な
ど
の
防
犯
啓
発
の
費
用

◦
補
助
対
象
経
費
＝
１
団
体
10
万

円
を
上
限

※
申
請
書
様
式
等
は
「
福
岡
県
の

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。 

http://w
w

w.anzen-fukuoka.jp

◦
申
込
締
切
＝
５
月
23
日
㈪

◦
問
い
合
わ
せ
＝
生
活
安
全
課

（
☎
２
３
・
１
７
３
１
）

　
２
月
13
日
に
行
わ
れ
た
「
第
３
回
く

ろ
ぎ
食
の
文
化
祭
」（
八
女
く
ろ
ぎ
食
の

文
化
祭
実
行
委
員
会
主
催
）
で
の
出
品

料
理
レ
シ
ピ
集
が
、
こ
の
度
完
成
し
ま

し
た
。
奥
八
女
黒
木
の
家
庭
で
代
々
受

け
継
が
れ
て
き
た
２
０
０
近
い
出
品
料

理
の
レ
シ
ピ
の
ほ
か
、
当
日
開
催
さ
れ
た

「
記
念
講
演
」
や
「
梅
干
し
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
模
様
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
く
ち
な
し
お
こ
わ
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
芋

ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
同
じ
料
理
で
も
各
家

庭
で
の
工
夫
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
レ
シ
ピ

に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
高
菜
を
使
っ
た
各

家
庭
ご
自
慢
の
料
理
な
ど
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
富
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
黒
木
で
森
の
癒
し
を
テ
ー
マ
に
取

り
組
ん
で
い
る
森
林
セ
ラ
ピ
ー
に
ち
な

ん
だ
セ
ラ
ピ
ー
弁
当
や
黒
木
の
農
産
物

を
使
っ
た
黒
木
の
山
の
お
弁
当
な
ど
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
回
好
評
の
レ
シ
ピ
集
は
、
希
望
者

に
協
賛
金
千
円
（
送
料
別
）
で
提
供
し

ま
す
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
総
合
支
所
産
業

経
済
課
（
☎
４
２
・
１
１
１
５
）

～伝えたいこの味、
この料理～

　福岡県下最高峰の釈迦
岳を含む矢部村山系（釈
迦岳・御前岳・三国山・猿
駈山・前門岳・文字岳な
ど）の山開きを開催します。
当日は、釈迦岳～御前岳の
縦走を登山案内します。
◦開催日時＝５月14日㈯９
時 30 分～
◦集合場所＝秘境杣の里
渓流公園（中央広場）
◦問い合わせ＝杣の里

（☎ 47・3000）

矢部村山系山開き 第３回く
ろぎ食の文化祭

出品料
理レシピ集の

発行について♪

八女消防本部（☎２４・０１１９）
火災が多発しています

地
域
の
防
犯
活
動
の
費
用
を
補
助
し
ま
す

募集

ぼたん鍋

いもの子まんじゅう

野生酵母のハーブパン

さしみこんにゃく

大根のよもぎ味噌だれ

毎回大好評のレシピ集
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108

24 6
30

　初夏を彩る星野村では、まばゆい新茶と清々しい香り
を堪能していただこうと、今年も新茶・サツキまつりを開
催します。玉露手揉みの実演・販売や毎年大人気の釜入
り茶体験、闘茶会、野点、お茶の淹れ方教室などお茶に
関わるイベントとサツキの展示などが開催されます。
　もちろん、星野茶の新茶販売もあります。1年で 1 番
星野村が賑わう時期でもあります。星野村の初夏をぜひ
感じてください。
■開催日＝5 月28日㈯～ 5 月29日㈰、9時 30 分～16時
■会場＝茶の文化館
■問い合わせ＝同実行委員会（☎３１・５５８８）

星の新茶・サツキまつり

　
端
午
の
節
句
が
、
男
児
の
立
身
出
世
を
願

う
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
江
戸
時

代
初
期
。
戦
場
へ
の
覚
悟
を
新
た
に
す
る
た

め
、
甲
冑
を
飾
っ
た
元
禄
期
の
習
わ
し
が
、

そ
の
起
源
と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
旧
暦
の
５
月
は
、
食
物
が
痛
み
や

す
い
た
め
、
殺
菌
効
果
の
あ
る
菖
蒲
を
部
屋

に
置
く
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。
一
説
で
は
こ

の
菖
蒲
に
、
武
事
を
重
ん
じ
る
「
尚
武
」
と

い
う
言
葉
を
か
け
、
男
児
の
節
句
と
し
た
と

も
い
い
ま
す
。

　
今
回
、
交
流
館
企
画
展
で
は
、
節
句
の
外

飾
り
・
内
飾
り
を
展
示
し
ま
す
。
男
児
の
健

康
を
気
づ
か
う
親
心
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
５
月
３
日
㈷
～
５
月
29
日
㈰

◦
会
場
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館
（
八
女

市
本
町
94
番
地
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
３・４
３
１
１
）

端
午
の
節
句

節
句
飾
り
と
幟の

ぼ
り

旗
展

５月の
横町町家
交流館の
催し

【
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
特
定
の
事
業
】

▽
匿
名
　
１
件

３
月
末
現
在
累
計
額
＝
１
０
４
５
万
４
３
５
４
円

◦
福
島
小
学
校
へ

▽
㈱
川
崎
ハ
ウ
ジ
ン
グ
久
留
米
支
店
支
店
長
・
大

川
淳
司
（
久
留
米
市
）
＝
児
童
図
書
50
冊

◦
木
屋
小
学
校
へ

▽
木
屋
小
学
校
団
体
保
険
＝
児
童
図
書
35
冊

◦
星
野
小
学
校
へ

▽
長
野
和
文（
星
野
村
）＝
野
球
用
ス
コ
ア
ボ
ー
ド

▽
平
成
22
年
度
第
４
回
星
野
小
卒
業
生
一
同
＝
ソ

ニ
ー
ブ
ル
ー
レ
イ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー

▽
星
野
小
学
校
父
母
教
師
会
＝
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー

ゴ
ー
ル
（
２
台
１
組
）

◦
上
陽
北
汭
学
園
小
学
部
へ

▽
上
陽
北
汭
学
園
小
学
部
リ
サ
イ
ク
ル
会
計
代

表
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
高
田
康
弘
＝
テ
ン
ト
一
張
、
耕

う
ん
機

◦
八
幡
小
学
校
へ

▽
平
成
22
年
度
八
幡
小
学
校
卒
業
生一同
＝
校
歌
額

▽
大
翔
グ
リ
ー
ン
（
新
庄
）
＝
桜
苗
木

◦
上
陽
北
汭
学
園
中
学
部
へ

▽
上
陽
北
汭
学
園
中
学
部
廃
品
回
収
会
計
代
表

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
高
田
康
弘
＝
テ
ン
ト
一
張
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
・
ケ
ー
ブ
ル
１
セ
ッ
ト

◦
平
成
23
年
度
小
学
校
新
入
学
児
童
５
３
４
人
へ

▽
八
女
地
区
防
犯
協
会
＝
防
犯
ブ
ザ
ー
５
３
４
個

◦
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
管
内　
各
小
学
校
へ

▽
福
岡
八
女
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長

松
延
利
博
、
同
Ａ
コ
ー
プ
八
女
＝
図
書
カ
ー
ド

■
ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
の
お
礼
（
敬
称
略
）

■
寄
附
の
お
礼
（
敬
称
略
）
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みんなに伝えたい

　
若
い
世
代
か
ら
健
康
づ
く
り
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平

成
23
年
度
か
ら
若
い
世
代
か
ら
の
健
康
づ
く
り

の
た
め
、
市
独
自
の
新
規
事
業
と
し
て
、
30
歳

代
の
職
場
等
で
受
診
す
る
機
会
の
な
い
人
（
予

約
先
着
２
０
０
人
）
を
対
象
と
し
て
、
生
活
習

慣
病
予
防
の
た
め
の
健
診
（
血
液
検
査
・
尿

検
査
等
）
と
40
歳
の
人
（
予
約
先
着
男
女
各

１
０
０
人
、
計
２
０
０
人
）
を
対
象
に
人
間

ド
ッ
グ
（
血
液
検
査
、尿
検
査
、が
ん
検
診
等
）

の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
30
歳
代
の
人
の

健
診
は
、
あ
ま
り
お
待
た
せ
す
る
こ
と
な
く
ス

ム
ー
ズ
な
健
診
の
た
め
に
、
医
療
（
健
診
）
機

関
で
の
実
施
と
な
り
ま
す
。
詳
し
い
お
知
ら
せ

は
広
報
や
め
６
月
１
日
号
と
併
せ
て
配
布
す
る

住
民
検
診
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
す
る
予
定

で
す
の
で
、積
極
的
な
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
健
康
課
）

　
東
日
本
大
地
震
に
つ
い
て
で
す
が
、
未
曾
有

の
大
災
害
で
あ
れ
だ
け
多
く
の
皆
さ
ん
が
住
む

場
所
や
物
資
等
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
の
に
、
八

女
市
で
平
和
に
暮
ら
せ
る
私
た
ち
が
何
も
せ

ず
に
暮
ら
し
て
い
る
の
は
心
が
痛
み
ま
す
。
八

女
市
で
も
何
か
被
災
地
へ
の
支
援
が
で
き
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
　（
多
数
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
）

　
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
皆

様
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
八
女
市
で
は
災
害

直
後
か
ら
積
極
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
を
決

　
集
団
健
診
に
つ
い
て
で
す
が
、
30
代
の
自
営

業
の
人
や
専
業
主
婦
に
対
し
て
の
健
診
が
な
い

の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。
病
院
に
個
人
で

予
約
を
す
る
よ
り
も
、
市
で
の
集
団
健
診
の

ほ
う
が
敷
居
が
低
い
気
が
し
ま
す
。
前
も
っ
て

受
け
た
い
検
査
も
予
約
で
き
る
と
い
う
点
か
ら

も
、
ぜ
ひ
30
代
の
集
団
検
診
を
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。
　（
匿
名
・
30
代
・
女
性
）

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、
俳句、身辺雑記、市へのご意見や質
問などの投稿をお待ちしています。

30
代
の
自
営
業
者
や
専
業
主
婦
を
対

象
に
集
団
検
診
を
考
え
て
く
だ
さ
い

地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ
支
援
を

◎
あ
な
た
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑

問
な
ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
は
が
き
や
フ
ァ
ク
ス
な
ど

を
利
用
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。「
市
長

へ
の
は
が
き
」
は
紙
面
で
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案

に
つ
い
て
は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら

直
接
ご
本
人
へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の

で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
等
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
無
責
任
な
誹
謗
・
中
傷
と
思

わ
れ
る
意
見
書
・
提
案
書
に
つ
い
て
は
対

応
し
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

漸よ
う
やく

に
椿つ
ば
きは

な
や
ぐ
庭に
は

と
な
り

神ひ
も
ろ
ぎ籬

に
絵え

ま馬
の
重か
さ

な
る
梅う
め

の
宮み
や

切き

り
岸ぎ
し

の
縁へ
り

に
溢あ
ふ

る
る
落
お
ち
つ
ば
き椿

痛い
た

ま
し
き
春は
る

と
な
り
た
る
大お
お

八や

州し
ま

庭て
い
園え
ん
の
桜さ
く
らの
蕾つ
ぼ
みふ
く
ら
み
ぬ

軒の
き
な
べ
て
雛ひ
な
の
に
ぎ
は
ひ
城じ
ょ
う
か
ま
ち

下
町

気き

ど
る
か
に
お
ち
ょ
ぼ
口ぐ
ち
し
て
藪
や
ぶ
つ
ば
き椿

八
女
紫
苑
会

松
延
み
さ
と

井
上
ト
シ
子

堤
　
多
鶴
子

松
崎
　
伸
子

三
輪
ウ
ラ
子

中
川
原
篤
子

牛
島
　
景
子

め
、現
在
ま
で
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
市
役
所
等
に
義
援
金
箱
を
設
置
し
、
義
援

金
の
募
集
（
第
１
回
目
を
３
月
31
日
に
日
本

赤
十
字
社
へ
支
払
）
お
よ
び
八
女
市
と
し
て
義

援
金
１
千
万
円
を
日
本
赤
十
字
社
を
通
し
て

現
地
へ
支
援
し
ま
し
た
。
行
政
区
長
会
で
も
、

義
援
金
へ
の
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
飲
料
水
不
足
に
応
え
る
た
め
に
八
女
茶

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
２
万
３
千
本
を
提
供
し
ま
し

た
。
住
宅
の
提
供
と
し
て
市
営
住
宅
や
生
活
が

で
き
る
設
備
を
整
え
た
公
共
施
設
、
民
間
住

宅
な
ど
を
準
備
し
、
情
報
を
発
信
。
市
営
住

宅
に
は
短
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
１
世
帯

が
入
居
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
皆
様
か
ら
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

支
援
策
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
生
活
安
全
課
）

　　　　　　　　　　　　　　　　（八女市広報Ｈ 23.4）

　あなたの声を届けてください！

●市長室直通ファクスも無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）
　問い合わせ＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）

　皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に
届けてください。
　意見・提案・苦言・提言、どんなことでも結構です。将来
の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につい
ては実現に向けて努力してまいります。

写真やイラスト・絵画・短歌・俳句など、何でも結構です。

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

福
島
城
周
辺
を
巡
り
ま
す
。

（
小
雨
決
行
）

◦
日
時
＝
５
月
22
日
㈰
９
時
～
12
時

◦
集
合
場
所
＝
八
女
公
園

◦
講
師
＝
石
橋
新
次
さ
ん

◦
定
員
＝
30
人

◦
申
込
先
＝
八
女
市
立
図
書
館
（
☎

２
２・２
５
０
４
）

◦
申
し
込
み
締
め
切
り
＝
５
月
15
日

㈰図
書
館
で
、
利
用
し
な
く
な
っ
た
本

や
雑
誌
を
お
譲
り
し
ま
す
。

◦
期
日
＝
５
月
25
日
㈬
～
29
日
㈰

◦
時
間
＝
10
時
～
17
時

◦
場
所
＝
本
館
２
階
ロ
ビ
ー
・
研
修

室※
児
童
書
は
お
ひ
と
り
10
冊
ま
で
、

一
般
書
は
お
ひ
と
り
20
冊
ま
で
で
す
。

本
を
入
れ
る
袋
は
ご
用
意
く
だ
さ

い
。

5月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
　※本館の開館時間＝平日 10 時～ 20 時
　　　　　　　　　  土日祝 10 時～18 時　
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝ 9 時～17 時 30 分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

福
岡
市
か
ら
黒
木
町
笠
原
に
移
り
住

み
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
、

出
張
講
座
な
ど
で
ハ
ー
ブ
の
良
さ
を
伝

え
て
い
る
ハ
ー
バ
ル
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
下
川

さ
ん
。
き
っ
か
け
は
平
成
17
年
の
福
岡

西
方
沖
地
震
。
下
川
さ
ん
の
人
生
観
は

大
き
く
変
わ
り
、『
自
然
』
に
は
か
な
わ

な
い
こ
と
を
知
り
、『
自
然
』
へ
目
が
む

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
ハ
ー
ブ

を
育
て
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
お

お
に
し
農
業
小
学
校
や
竹
林
オ
ー
ナ
ー

と
し
て
黒
木
町
に
通
い
、
平
成
20
年
9

月
に
移
り
住
む
こ
と
に
。
こ
の
時
の
こ

と
を
「
縁
が
あ
り
、
来
る
べ
く
し
て
き

た
の
か
な
（
笑
）」
と
振
り
返
り
ま
す
。

今
は「
ハ
ー
ブ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
野
菜
ソ
ム
リ
エ
な
ど
の
資
格
を
い
か

し
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
と
溶
岩
石
釜
ピ
ザ
を

味
わ
え
る
ハ
ー
ブ
喫
茶
「
グ
リ
ン
テ
ィ
」

を
開
店
。
店
が
休
み
の
日
は
、
60
種

類
の
ハ
ー
ブ
栽
培
や
ハ
ー
ブ
テ
ィ
作
り
、

季
節
に
応
じ
た
メ
デ
ィ
カ
ル
ハ
ー
ブ

講
座
で
ハ
ー
ブ
石
鹸
や
コ
ス
メ
つ
く
り

な
ど
ハ
ー
ブ
一
色
の
生
活
。
ま
た
、
手

摘
み
の
ミ
ン
ト
を
使
っ
た
ハ
ー
ブ
テ
ィ

「
九
州
ミ
ン
ト
」
が
東
京
で
も
販
売
さ

れ
、
飲
み
や
す
い
と
好
評
だ
そ
う
で
す
。

「
ハ
ー
ブ
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋

と
同
じ
。
心
の
病
を
抱
え
る
な
ど
こ
ん

な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、薬
に
頼
ら
ず
ハ
ー

ブ
を
使
う
こ
と
で
、
未
病
で
済
ま
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ハ
ー
ブ
は
自
然
の

も
の
で
手
軽
で
簡
単
に
使
え
る
こ
と
を
、

た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
お
茶
と
の
融
合
で
い
ろ
ん

な
も
の
を
も
っ
と
提
案
し
て
い
き
た
い
」

福
岡
市
か
ら
移
り
住
み
ハ
ー
ブ
喫
茶
を
開
く 

下
川 

久
美
さ
ん（
笠
原
）

《上陽、立花、矢部、星野分館の休館日》
※月曜および祝・休日、最終金曜日
2 ㈪、3 ㈷、4 ㈷、5 ㈷、9 ㈪、16 ㈪、23 ㈪、27 ㈮★、30 ㈪

《本館の休館日》※月曜、最終金曜日
2 ㈪、9 ㈪、16 ㈪、23 ㈪、27 ㈮★、30 ㈪

（★は館内整理日）図書館の休館日
5月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

以前は福岡市内で高層マンション暮
らし。移り住んだ当初はトイレやふ
ろなど違いにとまどうことも。今では
「ハーブの勉強会などで東京、福岡
市から笠原に帰ってくるとホッとしま
す」とすっかり笠原にとけこんでます。

ハーブの
素晴らしさを

絵本や紙芝居など親子
でお楽しみください。
♥本館　７日、１４日、
２１日、２８日
※いずれも土曜日14
時～おはなしコーナー
♥黒木分館　
※黒木分館のよみきか
せはお休みします。

5月のよみきかせ

5月のあかちゃんよみきかせ

0 歳～2 歳児対象によみ
きかせやわらべうたなど。
♥本館18日㈬11時～
おはなしコーナー
♥黒木分館　
26日㈭11時～
おはなしコーナー

《黒木分館の休館日》
※火曜および祝・休日、最終金曜日
3 ㈷、4 ㈷、5 ㈷、10 ㈫、17 ㈫、24 ㈫、27 ㈮★、31 ㈫

お気軽にご参加ください

みんなに伝えたい

29

郷
土
史
講
座

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
の

お
知
ら
せ

《
児
童
書
》

「
に
ん
じ
ん
さ
ん
と 

「
じ
ゃ
か
じ
ゃ
か
じ
ゃ
ん
」　

　
長
野
ヒ
デ
子
　
世
界
文
化
社

に
ん
じ
ん
さ
ん
は

♪
じ
ん 

じ
ん 

じ
ん
、

き
ゅ
う
り
さ
ん
は

♪
き
ゅ
っ 

き
ゅ
っ 

き
ゅ
っ
、

れ
ん
こ
ん
さ
ん
は

♪
こ
ん 

こ
ん 

こ
ん
。

い
ろ
ん
な
や
さ
い
や
た
ま
ご
ち
ゃ

ん
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
さ
ん
も
う
た
い
な

が
ら
だ
い
ど
こ
ろ
に
は
い
っ
て
き
た

よ
。
だ
い
ど
こ
ろ
は
お
お
に
ぎ
わ

い
の
じ
ゃ
か
じ
ゃ
か
じ
ゃ
ん
。
い
っ

た
い
な
に
が
で
き
る
の
か
な
？

声
に
だ
し
て
よ
む
と
楽
し
い
絵
本

で
す
。

立花分館おすすめ図書

期間＝5月11日㈬～ 15日㈰
※ただし、黒木移動図書館「ゆ
めみらい号」は運行します。
※星野分館は4月26日㈫から
オープンしています。

黒木・立花・上陽・矢部分
館は、資料点検のため
次の期間休館します

◦営業日＝土・日
◦時間＝11時～17時
野生酵母を使った溶岩
石釜ピザ4種類と１6種類
のハーブティ
※事前に電話すれば体
調などに応じたハーブティ
を出してもらえます。
◦所在地＝黒木町笠原
6665（☎42・0703）

店内には八女紅茶や八
女茶と九州ミントのハーブ
ティ「kogawachi の風」
などが販売されています。

緑色の看板が目印です！
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福
島
校
区
で
は
老
人
会
の
人
た
ち
が
月

２
回
、
児
童
の
下
校
時
に
通
学
路
に
立
っ

て
見
守
り
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
い
つ
も
、お
世
話
を
お
か
け
し
ま
す
。

大
変
で
し
ょ
う
ね
」

７
年
前
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
る
松
延
新あ

ら
たさ

ん
（
東
紺
屋
町
）
と
柴
田
静し

ず
こ子
さ
ん
（
土

橋
）、
井
上
美よ

し
こ子
さ
ん
（
西
京
町
）
に
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　
最
初
の
こ
ろ
子
ど
も
た
ち
は
、
恥
ず
か

し
い
の
か
、
私
た
ち
を
見
つ
け
る
と
逃
げ

る
よ
う
に
帰
っ
て
い
た
け
ど
、
今
は
顔
を

み
て
、
自
分
か
ら
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し

て
く
れ
ま
す
。
こ
っ
ち
が
打
ち
解
け
な
い

と
、
子
ど
も
は
寄
っ
て
き
ま
せ
ん
ね
。
あ

い
さ
つ
は
大
事
で
す
ね
。
知
ら
な
い
子
か

ら
、
声
を
か
け
ら
れ
た
と
き
は
、
う
れ
し

い
で
す
よ
。

　
昔
は
、
寄
り
道
ば
か
り
し
て
、
家
に
な

か
な
か
帰
ら
な
い
子
が
多
か
っ
た
け
ど
、

今
の
子
は
、
親
の
教
育
が
い
い
の
か
、
学

校
で
ち
ゃ
ん
と
教
え
て
あ
る
の
か
、
行
儀

が
い
い
で
す
よ
。

「
用
心
し
て
帰
ら
や
ん
よ
」
と
言
う
と
、

｢

は
ー
い｣

と
返
事
を
し
て
、
ま
っ
す
ぐ
家

に
帰
っ
て
行
き
ま
す
ね
。

　
こ
の
活
動
を
し
て
い
る
の
で
、
年
１
回

秋
に
、
小
学
校
か
ら
ふ
れ
あ
い
集
会
に
招

待
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
と

手
を
つ
な
い
で
昔
ば
な
し
を
し
た
り
、
昔

あ
そ
び
を
一
緒
に
し
た
り
し
て
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
す
。
今
の
子
ど
も
は
核
家

族
が
多
く
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
ふ
れ
あ
う
と
き
が
な
い
の
で
し
ょ
う

ね
。
あ
る
子
は
い
つ
ま
で
も
私
の
手
を
握
っ

て
、「
今
度
遊
び
に
来
て
い
い
ね
」
っ
て
言

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
元
気
に
あ

い
さ
つ
を
す
る
、
ま
じ
め
な
子
ど
も
に
育
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　

星
野
小
学
校
で
は
、
星
野
村
の
特
産
品

で
あ
る
お
茶
に
関
す
る
学
習
や
体
験
活
動

を
、
年
間
を
通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
お

茶
摘
み
の
体
験
を
し
た
り
、
お
点て

ま
え前
や
作

法
の
指
導
を
受
け
た
り
な
ど
、
地
域
の
方

の
支
援
を
受
け
た
活
動
で
す
。

「
な
ぜ
、お
茶
の
体
験
な
の
で
す
か
？
」

お
茶
ク
ラ
ブ
で
講
師
を
務
め
る
、
星
野
村

朝あ
さ
ぎ
り
か
い
え
ん
し
ゅ
う
り
ゅ
う

霧
会
遠
州
流
師
範　

村
上
喜き

み

こ
美
子
さ

ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
、
お
家
で
も
朝
夕
、
煎

茶
を
飲
む
よ
う
な
気
軽
さ
で
、
お
抹
茶
を

立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

で
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。
学
校
と
は
違
っ

て
、
親
に
も
言
え
な
い
こ
と
を
話
し
て
く

れ
た
り
し
ま
す
よ
（
笑
）。

　「
こ
の
お
茶
は
星
野
村
の
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
た
ち
が
愛
情
を
込
め
て
大
事
に
育

て
て
い
る
と
よ
、
こ
の
礼
儀
作
法
は
将
来

就
職
す
る
と
き
に
役
に
立
つ
と
よ
」
と
話

し
た
り
し
て
、
学
校
の
勉
強
を
す
る
だ
け

で
は
な
く
て
地
域
の
人
と
関
わ
っ
て
、
お

茶
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
楽
し
く

体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

　
星
野
ま
つ
り
で
、
子
ど
も
た
ち
に
お
茶

の
お
運
び
の
応
援
を
し
て
も
ら
い
ま
す
が
、

お
客
さ
ん
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
い
き
い
き

と
し
た
表
情
で
活
躍
し
て
い
る
姿
を
見
る

と
、
や
っ
て
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
お
茶
は
星
野
村
の
自

慢
だ
と
思
っ
て
い
る
し
、
将
来
か
か
わ
り

た
い
と
い
う
子
ど
も
も
い
ま
す
。
い
つ
か
外

に
出
た
と
き
、
自
分
の
ふ
る
さ
と
に
誇
り

を
も
て
る
よ
う
、
本
物
、
い
い
も
の
を
ち
ゃ

ん
と
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
ね
。

なぜ なぜ 人権 － あらゆる差別をなくすことをめざして － ■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　

５
月
５
日
は
子
ど
も
の
日
。
子
ど
も
た
ち
が
毎
日
の
生
活
を
安
心
し
て
、
豊
か
に
、
楽
し
く
過
ご

す
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
、
自
ら
に
誇
り
を
も
ち
、
将
来
の
夢
を
も
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き
て

い
く
力
を
育
む
こ
と
は
、
学
校
や
家
庭
で
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
域
を
あ
げ
て
の
課
題
で
も
あ
り
ま

す
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
は
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
子
ど
も
の
安
全
を
見
守
る
活
動
や
地
域
の
良
さ
を
体
験
さ
せ
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
人
た
ち
に
取
材
し
ま
し
た
。

地
域
は
子
ど
も
を
育
む

下校時に子どもたちを見守る老人会の皆さん

星野まつりでは日ごろの練習を生か
して、お客さんにお茶を運びました

お茶クラブで、村上さんから指導を受け
る子どもたち

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守
る

子
ど
も
た
ち
の
誇
り
を
育
て
る
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昭
和
45
年
４
月
、４
つ
の
中
学
校

（
豊
岡
中
・
黒
木
中
・
笠
原
中
・
大

淵
中
）
が
統
合
し
、
黒
木
中
学
校

が
誕
生
し
ま
し
た
。今
年
で
創
立
42

年
目
に
な
り
ま
す
。
現
在
、八
女
市

黒
木
町
に
は
、
５
つ
の
小
学
校
（
黒

木
小
・
黒
木
西
小
・
笠
原
小
・
木
屋

小
・
大
淵
小
）
が
あ
り
、
生
徒
は
福

岡
県
内
で
一
番
広
い
校
区
か
ら
通
学

し
て
い
ま
す
。

★
教
育
目
標

　
校
訓
で
あ
る
創
造
（
新
し
い
も
の

を
つ
く
り
だ
す
）、
友
愛
（
家
族
愛
、

友
情
を
抱
い
て
い
る
）、自
律
（
自
分

自
身
で
正
し
く
規
制
す
る
）
か
ら
、

「
自
立
型
人
間
の
育
成
」
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

★
め
ざ
す
学
校
の
姿

　「
生
徒
に
と
っ
て『
行
き
た
い
』『
学

び
た
い
』『
鍛
え
ら
れ
る
』充
実
し
た

学
校
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、

○
わ
か
る
楽
し
い
授
業
、
学
び
の
あ

る
授
業
、課
題
解
決
の
授
業
が
行
わ

れ
て
い
る
学
校

○
思
い
や
り
の
気
持
ち
が
充
満
し

た
、
い
つ
で
も
悩
み
を
相
談
で
き
、

居
場
所
の
あ
る
学
校

○
学
校
行
事
や
部
活
動
に
意
欲
的

に
取
り
組
み
、
自
分
を
鍛
え
、
感
動

し
、
成
就
感
を
得
ら
れ
る
学
校

★
本
校
の
特
色

⑴
積
極
的
な
生
徒
指
導
を
土
台
に

据
え
た
学
校
（
全
員
部
活
動
制
、小

中
連
携
等
）

⑵
伝
統
行
事
に
燃
え
る
学
校
（
体

育
会・合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
）
※
写
真
①

⑶
合
唱
で
新
入
生
を
迎
え
る
学
校

※
写
真
２

⑷
授
業
に
お
け
る
「
学
び
合
い
」
の

交
流
活
動
を
推
進
し
て
き
た
学
校

⑸
朝
読
書
、ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
等
で
読

書
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
学
校

⑹
漢
字
検
定
、
英
語
検
定
、
数
学

検
定
等
、資
格
取
得
を
奨
励
し
て
い

る
学
校

⑺
自
然
に
恵
ま
れ
、伝
統
行
事
が
多

く
残
る
地
域
に
あ
る
学
校

⑻
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
、
青
少
年

育
成
の
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て

い
る
地
域
に
あ
る
学
校
※
写
真
③

八女市黒木町北木屋 60 番地（☎ 4 ２・０１０９）
●校長 ･ 宇佐原  茂●職員数 26 人●学級数９●生徒数 272 人

黒木中学校 学
校
訪
問
⑪ 

①体育会での応援合戦

②合唱で新入生を迎えます

③大藤まつりボランティア

県
内
で一番
広
い
校
区

　
朽
化
に
よ
り
授
業
等
に
支
障
を
き
た

し
て
い
た
八
幡
小
学
校
体
育
館
の
建

て
替
え
を
行
い
ま
し
た
。
内
装
に
木
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
い
、
明
る
く
温
か
み
の
あ
る
体

育
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
建
設
で
新

し
く
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、
多
目
的
ト
イ

レ
等
を
設
置
し
、
児
童
だ
け
で
な
く
市
民
を

は
じ
め
利
用
者
の
皆
様
だ
れ
も
が
安
心
し

て
使
用
で
き
る
体
育
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
体
育
館
だ
け
で
な
く
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
も
市
民
の
皆
様
へ
開
放
し
ま
す
の
で
、
社

会
体
育
で
利
用
さ
れ
る
人
は
総
合
体
育
館

（
☎
２
４・１
２
３
０
）へ
、そ
の
他
行
事
等
で

利
用
さ
れ
る
人
は
八
幡
小
学
校
（
☎
２
２
・

４
８
０
１
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
皆
様
の

ご
利
用
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

岡
山
小
学
校
の
プ
ー
ル

が
完
成
し
ま
し
た

八幡小学校の体育館が完成しました
構造：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 平屋建　面積：898.06㎡

既
存
の
プ
ー
ル
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
朽
化
に
よ
り
授
業
に
支
障
を
き

た
し
、
昨
年
の
10
月
か
ら
改
修

を
行
っ
て
き
た
岡
山
小
学
校
プ
ー
ル
の

改
修
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
既
存
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
プ
ー
ル
を
利
用
し
、ス

テ
ン
レ
ス
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

全
く
新
し
い
プ
ー
ル
へ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
工
事
で
、
屋
外

便
所
兼
用
の
ト
イ
レ
（
多
目
的
ト
イ
レ

含
む
）
や
体
育
倉
庫
も
併
せ
て
設
置
を

し
て
い
ま
す
。
プ
ー
ル
開
き
は
６
月
に

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
授
業
の
充
実
と

心
身
の
鍛
練
に
、
新
し
く
な
っ
た
プ
ー

ル
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

老

老

八女ベーゼ
ンドルファー 

音楽祭

♪

♬ ♪
ベーゼンドルファーに魅せら
れたジャズピアニスト
Primavera（プリマベーラ）

プレ・コンサートⅢ

井上ゆかり（ピアノ）
里見  紀子（ヴァイオリン）
井上  信平（フルート）

鍋島直
なお

昶
てる

（Ｖｉｂ）カルテット
　　＋ 橋本真悠子（Vo)

開場18：00
開演 19：00

開場14：00
開演 15：00

チケット2,000円（学生1,000円）

チケット2,000円（学生1,000円）

問い合わせ● NPO 法人八女
ベーゼンドルファー音楽祭プロ
ジェクト事務局（☎ 24・3829）

会場／八女文化会館ホール

会場／八女文化会館ホール

５/13 金

５/14 土

もっともっと元気に生きよう
よ！！バーズデーコンサート
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上
陽
の
名
所
旧
跡
を
訪
ね
て 

上
陽
バ
ス
ツ
ア
ー

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
「
星
の
自

然
の
家
」
で
３
月
24
日
㈭
、
平
成

22
年
度
山
村
留
学
修
了
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

指
導
員
か
ら
留
学
生
に
修
了
証

書
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、
１
年

間
の
山
村
留
学
生
活
を
終
え
ま
し

た
。
留
学
生
一
人
一
人
か
ら
１
年

間
の
思
い
出
や
お
礼
な
ど
の
発
表

が
あ
り
、
涙
を
流
し
言
葉
に
詰
ま

り
な
が
ら
懸
命
に
発
表
す
る
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
留
学
生
た
ち
は
、

記
念
写
真
を
撮
る
な
ど
し
て
友
人

と
の
別
れ
を
惜
し
ん
だ
後
、
そ
れ

ぞ
れ
の
新
し
い
未
来
に
向
か
っ
て

羽
ば
た
い
て
い
き
ま
し
た
。

小
学
校
に
入
学
す
る
子
ど
も
た

ち
の
交
通
安
全
を
願
い
、
み
ず
ほ

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
、
損
害

保
険
ジ
ャ
パ
ン
、
明
治
安
田
生
命

保
険
、
第
一
生
命
保
険
の
４
社
か

ら
交
通
事
故
傷
害
保
険
付
き
の
黄

色
い
ワ
ッ
ペ
ン
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
交
通
戦
争
が
一
番
の

社
会
問
題
だ
っ
た
昭
和
40
年
に
富

士
銀
行
が
始
め
た
交
通
安
全
事
業

で
、
今
年
で
47
回
目
に
な
り
ま
す
。

４
月
７
日
㈭
に
４
社
の
代
表
者
が

市
役
所
を
訪
問
。
市
内
の
新
１
年

生
５
２
９
人
分
の
黄
色
い
ワ
ッ
ペ

ン
の
目
録
を
受
け
取
っ
た
西
島
教

育
長
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
安
心
安

全
な
通
学
に
努
め
ま
す
」
と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

ほ
た
る
と
石
橋
の
館
と
八
女
市
観
光
協

会
上
陽
支
部
の
共
催
で
３
月
20
日
㈰
、「
上

陽
バ
ス
ツ
ア
ー
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
福
岡
市
近
郊
か
ら
23
人
が
参

加
。
午
前
中
は
、
ほ
た
る
と
石
橋
の
館
の

原
口
館
長
の
ガ
イ
ド
で
、
上
陽
町
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
洗
玉
橋
や
北
川
内
公
園
に
あ

る
大
伴
部
博
麻
の
碑
な
ど
町
内
を
散
策
し

ま
し
た
。
午
後
に
は
、同
館
で
地
元
の
「
爺

婆
で
頑
張
っ
亭
ま
す
」
の
会
員
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
桜
も
ち
と
お
は
ぎ
作
り
体
験
を

し
、
春
の
上
陽
町
を
楽
し
み
ま
し
た
。

立
花
町
上
辺
春
の
辺
春
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
３
月
27
日
㈰
、
竹

林
オ
ー
ナ
ー
交
流
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
オ
ー
ナ
ー
や
そ
の
家
族
、

地
元
の
竹
林
所
有
者
な
ど
約
60
人

が
参
加
。
こ
れ
は
、
放
置
竹
林
対

策
と
し
て
竹
林
オ
ー
ナ
ー
制
度
を

運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
辺
春
地
域

振
興
会
議
が
、
た
け
の
こ
で
つ
な

が
っ
た
オ
ー
ナ
ー
と
の
縁
を
大
切

に
し
、
懇
親
を
深
め
よ
う
と
、
収

穫
の
は
じ
ま
る
こ
の
時
期
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

竹
林
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
野
中
重
之

さ
ん
に
よ
る
現
地
で
の
竹
林
管
理

講
習
や
、
同
会
議
加
工
部
に
よ
る

料
理
教
室
の
後
、
採
り
た
て
の
た

け
の
こ
や
地
元
野
菜
を
使
用
し
た

料
理
を
囲
ん
で
懇
親
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
例
年
に
な
い
寒
さ
の
影

響
で
た
け
の
こ
の
発
生
が
遅
れ
て

い
ま
す
が
、
オ
ー
ナ
ー
た
ち
は
た

く
さ
ん
の
た
け
の
こ
を
掘
っ
て
、
親

せ
き
や
近
所
に
配
る
と
勇
ん
で
帰

っ
て
い
き
ま
し
た
。

竹
林
オ
ー
ナ
ー
制
度
は
、
た
け

の
こ
山
の
管
理
か
ら
収
穫
ま
で
、

本
物
の
山
仕
事
が
体
験
で
き
る
と

人
気
で
す
。
今
年
は
一
部
契
約
期

間
満
了
の
園
が
あ
る
た
め
、
新
た

に
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
詳

し
く
は
立
花
支
所
総
務
課
ま
ち
づ

く
り
推
進
係
（
☎
２
３・５
１
４
３
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

た
け
の
こ
を
通
し
て
深
ま
る
縁え

に
し 

竹
林
オ
ー
ナ
ー
交
流
会
に
60
人

生命保険会社など４社の代表者と西島教育長

ガイドとともに町内を散策しました

山村留学センター前で記念撮影

採りたてのたけのこ料理などを青空の下いただきました

交
通
安
全
で
通
学
し
て
ね

新
し
い
未
来
に
向
か
い

羽
ば
た
け
！

14
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３
月
末
に
閉
校
し
た
北
山
小
学

校
と
白
木
小
学
校
の
統
合
で
誕
生

し
た
筑
南
小
学
校
の
開
校
式
が
４

月
６
日
㈬
、
同
小
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
２
～
６
年
生
１
４

８
人
と
保
護
者
ら
約
１
０
０
人
が

出
席
。
式
で
は
、
児
童
か
ら
募
っ

た
歌
詞
に
北
山
小
出
身
で
九
響
合

唱
団
の
チ
ー
フ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の

三
浦
宣
明
さ
ん
が
補
筆
し
、
曲
を

つ
け
て
完
成
し
た
新
し
い
校
歌
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
ら
は
三

浦
さ
ん
の
指
揮
に
あ
わ
せ
て
、
元

気
い
っ
ぱ
い
に
歌
い
あ
げ
ま
し
た
。

児
童
を
代
表
し
て
６
年
の
村
尾
龍

彦
く
ん
と
山
口
亜
未
さ
ん
が
「
一

つ
ず
つ
み
ん
な
で
考
え
合
い
、
助

け
合
い
な
が
ら
新
し
い
学
校
の
歴

史
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
力

強
く
喜
び
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

本
田
仁
○
加
定
期
公
演
が
４
月

５
日
㈫
、
黒
木
町
大
淵
の
常
設
公

演
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
田
仁

○
加
は
戦
中
、
戦
後
に
途
絶
え
て
い

た
の
を
平
成
３
年
に
本
田
仁
○
加

保
存
会
が
復
活
さ
せ
、
毎
年
４
月

５
日
の
本
田
水
天
宮
の
祭
礼
に
あ

わ
せ
て
上
演
し
て
い
ま
す
。

花
冷
え
す
る
肌
寒
い
夜
と
な
り

ま
し
た
が
、
会
場
内
は
大
勢
の
観

客
が
詰
め
か
け
て
い
ま
し
た
。
歌

や
踊
り
そ
し
て
、
方
言
と
ユ
ー
モ

ア
あ
ふ
れ
る
本
田
仁
○
加
が
始
ま

る
と
、
観
客
は
寒
さ
も
忘
れ
て
大

笑
い
。
小
学
生
ら
に
よ
る
子
ど
も

仁
○
加
１
本
と
保
存
会
に
よ
る
大

人
仁
○
加
４
本
が
披
露
さ
れ
、
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

お
釈
迦
様
の
誕
生
日
の
４
月
８

日
㈮
亀
甲
の
釈
迦
堂
境
内
で
花
祭

り
が
行
わ
れ
、
花
で
飾
ら
れ
た
御

堂
に
お
釈
迦
様
の
像
を
安
置
し
、

甘
茶
を
か
け
て
祝
い
ま
し
た
。
地

域
の
皆
さ
ん
は
先
祖
に
感
謝
し
平

和
と
健
康
を
願
い
、
毎
年
花
祭
り

を
開
い
て
い
ま
す
。
甘
茶
の
葉
は

老
人
会
の
皆
さ
ん
が
約
１
年
前
か

ら
準
備
。「
毎
年
甘
茶
を
い
た
だ
く

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
持
参
で
多
く
の
人

が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
同
区
４
組

代
表
の
斉
藤
重
行
さ
ん
は
「
世
帯

数
が
減
っ
て
お
世
話
が
大
変
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
伝
統
行

事
と
し
て
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

堀
川
バ
ス
星
野
線
の
浦
～
板

屋
間
が
３
月
末
で
路
線
廃
止
と

な
り
ま
し
た
。
最
終
運
行
日
と
な

っ
た
３
月
31
日
㈭
に
は
、
八
女
市

星
野
村
上
郷
１
区
14
支
部
の
住

民
の
皆
さ
ん
に
見
送
ら
れ
て
、
47

年
（
昭
和
39
年
運
行
開
始
）
に

わ
た
る
運
行
を
終
え
ま
し
た
。

４
月
か
ら
山
村
留
学
生
と
し
て
星

野
村
と
矢
部
村
で
生
活
を
す
る
山
村

留
学
生
が
４
月
６
日
㈬
、
三
田
村
市

長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

今
年
は
星
野
村
が
10
人
と
矢
部

村
が
５
人
の
計
15
人
が
、
福
岡
市
や

筑
紫
野
市
な
ど
の
親
元
を
離
れ
、
山

村
留
学
セ
ン
タ
ー
で
集
団
生
活
を
し

な
が
ら
学
校
へ
通
い
ま
す
。
三
田
村

市
長
は
「
歴
史
、
文
化
、
自
然
が
美

し
い
本
市
で
、
勉
強
し
、
い
ろ
ん
な

体
験
を
す
る
こ
と
は
大
人
に
な
っ
た

時
に
必
ず
役
に
立
つ
は
ず
。
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。 運転士さんと上郷地区の皆さん

星野村の山村留学生10人（上）と矢部村の山村留
学生5人（下）　は、それぞれ自己紹介をし「よろし
くお願いします」と元気な声であいさつしました

お釈迦様の像に甘茶をかけて祝いました

会場は笑い声に包まれました

心
あ
た
た
ま
る
笑
い
を

お
釈
迦
様
の
誕
生
を
祝
う 

亀
甲
の
釈
迦
堂
境
内
で
花
祭
り

共
に
助
け
合
い
新
し
い
歴
史
を
つ
く
り
た
い

喜びの言葉を述べる山口さん（左）と村尾くん

長
い
間
あ
り
が
と
う

山
村
留
学
生
15
人
が
市
長
を
訪
問
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⃝
演
題
＝
「
乳
幼
児
期
の
睡
眠
の

役
割
」
～
賢
い
子
を
育
て
る
　
親

の
都
合
で
夜
更
か
し
さ
せ
な
い
で

⃝
講
師
＝
久
留
米
大
学
医
学
部
教

授
・
内
村
直
尚
さ
ん

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
４
２
・

９
７
３
０
）

　
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
久
留

米
絣
技
術
保
持
者
の
森
山
虎
雄
さ

ん
・
森
山
富
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

ま
す
。
定
員
10
人
（
７
人
以
上
で

開
催
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

⃝
日
時
＝
５
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
10

時
～
17
時
※
２
日
間

⃝
内
容
＝
コ
ー
ス
タ
ー
（
十
二
支
）

12
枚
、
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
１
枚

⃝
受
講
料
＝
１
万
５
千
円
（
材
料

代
込
み
）

⃝
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
館

（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　
身
近
な
問
題
や
現
代
的
課
題
に

つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

⃝
日
程
＝
６
月
～
来
年
３
月
ま
で

の
各
月
１
回
※
受
講
無
料

⃝
学
習
内
容
＝
市
議
会
傍
聴
、
環

境
、高
齢
化
社
会
、子
ど
も
の
問
題
、

市
議
と
の
懇
談
会
な
ど

⃝
申
込
締
切
＝
５
月
19
日
㈭

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女

共
同
参
画・生
涯
学
習
課
（
☎
２
３・

１
３
１
８
）

　
子
育
て
中
の
人
や
子
育
て
支
援

に
興
味
が
あ
る
人
な
ど
。
前
日
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
※
託

児
は
１
週
間
前
ま
で
）。参
加
無
料
。

⃝
日
時
＝
６
月
15
日
㈬
10
時
～
11

時
30
分

⃝
場
所
＝
黒
木
公
民
館
保
健
相
談
室

お
知

ら
せ

　
神
戸
か
ら「
鍋
島
直
昶
カ
ル
テ
ッ

ト
」
を
招
き
、
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

（
八
女
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
音
楽

祭
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
援
）
を
開
催
し

ま
す
。
入
場
無
料

⃝
日
時
＝
５
月
13
日
㈮
13
時
55
分

～
14
時
45
分

⃝
会
場
＝
矢
部
中
体
育
館
（
木
龍
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
中
学
校

（
☎
４
７
・
２
０
４
１
）

　
だ
れ
も
が
気
楽
に
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
教
室
で
す
。
室
内
用
運
動

靴
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

⃝
種
目
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど

⃝
日
時
＝
５
月
14
日
㈯
・
28
日
㈯

20
時
～
※
参
加
無
料

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
気
楽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
教
室
で
す
。
一
人
で
も
グ
ル
ー
プ

で
も
大
丈
夫
で
す
。
室
内
用
運
動

靴
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

⃝
種
目
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
、
囲
碁
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
な
ど

⃝
日
時
＝
５
月
19
日
㈭
・
６
月
16

日
㈭
20
時
～
※
参
加
費
２
０
０
円

⃝
会
場
＝
立
花
体
育
館

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
白
木
郵
便
局
・

熊
手
さ
ん
（
☎
３
５
・
０
０
４
２
）

⃝
日
時
＝
5
月
22
日
㈰
８
時
30
分

広
川
町
役
場
駐
車
場
出
発
※
少
雨

決
行
、
強
雨
時
は
５
月
29
日
㈰

⃝
コ
ー
ス
＝
広
川
町
役
場
～
グ
リ
ー

ト
パ
ー
ク
公
園
往
復
８
㌔

⃝
参
加
費
＝
１
５
０
円
（
保
険
料

含
む
）、
会
員
無
料

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
荒
尾
さ
ん

（
☎
２
３
・
５
４
８
１
）

　
平
成
22
年
度
県
「
女
性
研
修
の

翼
」に
参
加
し
た
市
内
３
人
（
小
川

三
重
子
さ
ん
、林
美
佐
子
さ
ん
、高
津
雅

子
さ
ん
）の
研
修
報
告
。女
性
の
国
会

議
員
は
ド
イ
ツ
32
％
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

43
％
。な
ぜ
そ
ん
な
に
？
世
界
の
動
き

や
取
り
組
み
に
触
れ
る
チ
ャン
ス
で
す
。

⃝
日
時
＝
５
月
14
日
㈯
13
時
30
分
～

⃝
会
場
＝
社
会
福
祉
会
館
３
階

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
め
野
崎
さ
ん
（
☎
２
２・５
５
７
７
）

　
各
コ
ー
ス
先
着
18
人
で
５
月
６

日
㈮
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

《
パ
ソ
コ
ン
入
門
》

⃝
日
程
＝
６
月
１
日
、８
日
、15
日
、

22
日
（
全
13
時
30
分
～
15
時
30
分
）

《
ワ
ー
ド
２
０
０
７
基
礎
》

⃝
日
程
＝
６
月
１
日
、８
日
、15
日
、

22
日
、
29
日
（
全
19
時
～
21
時
）

《
エ
ク
セ
ル
２
０
０
７
基
礎
》

⃝
日
程
＝
６
月
２
日
、９
日
、16
日
、

23
日
、
30
日
（
全
10
時
～
12
時
）

※
各
講
座
と
も
講
習
料
千
円
と
テ

キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
。

※
各
講
座
は
重
複
受
講
不
可
。

⃝
会
場
＝
八
女
市
民
会
館
お
り
な
す

八
女
研
修
棟（
旧
八
女
中
央
公
民
館
）

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女

共
同
参
画・生
涯
学
習
課
（
☎
２
３・

１
３
１
８
）

ド
イ
ツ
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

男
女
共
同
参
画
に
学
ぶ

久
留
米
絣
手
織
り
講
習
会

吉
田
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
Ｃク

ラ

ブ

ｌｕ
Ｂ

鍋
島
直
昶
カ
ル
テ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
も
う

立
花
町
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

子
育
て
学
級
公
開
講
座

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
講
座

ま
ち
の
こ
と
を
考
え
よ
う
学

級
（
政
治
学
級
）

教
室
・
講
座

⃝期日＝5月27日㈮～31日㈫9時～17時
⃝会場＝八女伝統工芸館2階
⃝内容＝もんぺの展示・販売（ハギレ
も販売します）。八女農業高校のもんぺ
授業の取り組みを写真で紹介。
★同時開催イベント
岡田哲代先生の刺し子作品展
⃝期日＝5/27㈮～5/31㈫⃝場所＝八
女伝統工芸館1階
絣糸を使った刺し子教室（テーブルセ
ンターを作ります）⃝期日＝5/28㈯～
5/29㈰①10時～12時②13時～15
時の2回⃝場所＝八女伝統工芸館1階
⃝料金＝2500円※要申込
たけのこ弁当・たけのこバーガー・たけ
のこコロッケの販売
⃝期日＝5/28 ㈯～5/29 ㈰10時～
16時※なくなり次第終了

新茶試飲販売⃝期日＝5/27㈮～5/31
㈫10時～16時
新茶無料進呈⃝期日＝5/27㈮～5/31㈫
10時～※1日先着80個
しずく茶体験⃝期日＝5/28㈯・5/29
㈰10時～16時※無料。なくなり次第
終了となります。

久留米絣もんぺ博覧会

　新茶まつり

八女伝統工芸館の催し（☎２２・３１３１）

八女伝統工芸館
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⃝
研
修
国
＝
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
デ
ン

マ
ー
ク

⃝
期
間
＝
11
月
13
日
㈰
～
20
日
㈰

⃝
応
募
資
格
＝
４
月
１
日
現
在
20
歳

以
上
65
歳
以
下
の
人
で
、
団
体
や
企

業
で
男
女
共
同
参
画
等
に
関
す
る
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
帰
国

後
も
活
動
を
期
待
で
き
る
人
。
※
公

務
員
や
学
生
、
過
去
同
種
の
派
遣
事

業
に
参
加
し
た
人
は
除
く
。

⃝
応
募
人
員
＝
20
人
※
書
類
選
考

と
面
接
選
考
あ
り

⃝
海
外
研
修
費
用
＝
25
万
円
程
度

⃝
募
集
期
間
＝
5
月
9
日
㈪
～
6

月
10
日
㈮

⃝
申
し
込
み
＝
男
女
共
同
参
画
・

生
涯
学
習
課
（
☎
２
３・１
３
１
４
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
男
女
共
同
参

画
推
進
課
（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・

３
３
９
１
）

　
現
在
部
員
を
随
時
募
集
。
礼
儀

作
法
・
竹
刀
の
握
り
方
・
足
さ
ば

き
な
ど
基
本
か
ら
指
導
し
ま
す
。

⃝
対
象
＝
小
学
１
年
生
以
上
の
男

女（
や
る
気
が
あ
れ
ば
年
長
で
も
可
）

⃝
練
習
場
所
＝
長
峰
小
体
育
館

⃝
練
習
日
＝
火
・
木
・
土
曜
日
の

18
時
～
19
時
30
分

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
森
山
さ
ん

（
☎
３
２
・
３
８
０
５
）

り
親
家
庭
の
母
と
子
（
30
組
募
集
）

⃝
参
加
費
＝
大
人
４
０
０
０
円
、

子
ど
も
１
５
０
０
円

⃝
申
込
締
切
＝
５
月
31
日
㈫

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
母

子
寡
婦
福
祉
連
合
会
（
☎
０
９
２
・

５
８
４
・
３
９
２
２
）

　　
参
加
無
料
。
希
望
者
は
５
月
６

日
㈮
～
20
日
㈮
ま
で
に
福
祉
課
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

《
進
行
性
筋
委
縮
症
児
の
キ
ャ
ン
プ
》

⃝
対
象
＝
県
内
の
進
行
性
筋
委
縮

症
児
お
よ
び
保
護
者
※
定
員
30
人

⃝
期
間
＝
７
月
23
日
㈯
～
24
日
㈰

⃝
場
所
＝
国
民
宿
舎
ひ
び
き
（
宗

像
市
鐘
崎
７
９
‐
６
）

《
海
の
キ
ャ
ン
プ
》

⃝
対
象
＝
小
学
３
年
か
ら
中
学
３

年
ま
で
の
在
宅
の
肢
体
不
自
由
児

⃝
期
間
＝
８
月
11
日
㈭
～
13
日
㈯

⃝
場
所
＝
県
立
少
年
自
然
の
家
玄
海

の
家
（
宗
像
市
神
湊
）
※
定
員
50
人

《
山
の
キ
ャ
ン
プ
》

⃝
対
象
＝
海
の
キ
ャ
ン
プ
と
同
じ

⃝
期
間
＝
８
月
25
日
㈭
～
27
日
㈯

⃝
会
場
＝
や
す
ら
ぎ
荘
（
朝
倉
郡
筑

前
町
大
字
三
ケ
山
）
※
定
員
30
人

※
海
・
山
の
キ
ャ
ン
プ
は
高
校
で
も
状

況
に
よ
っ
て
参
加
で
き
る
場
合
あ
り
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
肢
体
不
自
由
児

協
会（
☎
０
９
２・６
４
３・３
２
６
４
）

対
象
の
学
童
保
育
所
指
導
員
と
利

用
児
童
・
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

《
指
導
員
》
※
履
歴
書
・
申
請
書
提

出
後
面
接
を
し
ま
す
。

⃝
資
格
＝
19
歳
～
50
歳（
高
卒
以
上
）

で
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
児
童
と
の
遊

び
や
関
わ
り
を一緒
に
楽
し
め
る
人

⃝
定
員
＝
５
～
10
人
程
度

⃝
勤
務
時
間
＝
13
時
～
18
時
30
分

⃝
時
給
＝
７
５
０
円

《
児
童
》
※
利
用
に
は
登
録
が
必
要

で
す
。
面
談
あ
り
。

⃝
対
象
＝
市
内
居
住
で
身
体
障
害

者
手
帳
を
持
つ
18
歳
未
満
の
人
お

よ
び
同
等
の
し
ょ
う
が
い
が
認
め
ら

れ
る
人

⃝
期
間
＝
７
月
21
日
㈭
～
８
月
31

日
㈬
の
13
時
15
分
～
18
時

⃝
利
用
料
金
＝
１
回
５
０
０
円

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
ひ
ま
わ

り
学
童
（
立
花
町
）
☎
２
３
・
２
２

４
６
※
連
絡
は
13
時
～
18
時
30
分

　
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
と
子
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
事
業
と
し
て
野
外
で
作
る

本
格
フ
ラ
ン
ス
料
理
に
挑
戦
す
る

親
子
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
す
。

⃝
期
日
＝
７
月
２
日
㈯
～
３
日
㈰

⃝
会
場
＝
国
立
夜
須
高
原
青
少
年

自
然
の
家

⃝
参
加
対
象
＝
原
則
、
５
歳
以
上

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
持
つ
ひ
と

　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
操
作
を
学

び
ま
す
。
受
講
料
無
料

⃝
期
間
＝
７
月
６
日
㈬
～
９
月
29

日
㈭
、
10
時
～
16
時

⃝
会
場
＝
サ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

瀬
高
校
（
み
や
ま
市
瀬
高
町
小
川
）

⃝
対
象
＝
身
体
障
害
者
手
帳
か
精

神
保
健
福
祉
手
帳
を
持
ち
、
公
共

職
安
に
求
職
登
録
を
し
て
い
る
人

で
、
介
護
を
必
要
と
せ
ず
身
辺
整

理
が
で
き
る
人
。車
椅
子
使
用
不
可
。

⃝
応
募
方
法
＝
公
共
職
業
安
定
所

で
５
月
26
日
㈭
ま
で
受
付

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
ス
ク
ー
ル

（
☎
０
９
４
４
・
６
２
・
５
４
０
４
）

　
し
ょ
う
が
い
が
あ
る
小
中
高
生

　
サ
イ
ズ
は
縦
25
㌢
×
横
32
㌢
×

幅
８
㌢
。
軽
く
て
丈
夫
で
水
に
も
強

く
風
合
い
が
温
か
で
、
和
装
・
洋
装

ど
ち
ら
に
も
合
い
ま
す
。定
員
20
人
。

⃝
日
時
＝
５
月
28
日
㈯
10
時
～
12
時

⃝
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

⃝
受
講
料
＝
３
５
０
０
円
（
材
料
代
込
）

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
館

（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　
子
ど
も
会
等
の
育
成
者
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
の
あ
る
人
な
ど
を
対
象
に
開

催
し
ま
す
。

⃝
期
日
＝
６
月
12
日
㈰
９
時
15
分

～
16
時
20
分

⃝
会
場
＝
県
営
筑
後
広
域
ス
ポ
ー

ツ
ゾ
ー
ン
体
育
館
（
筑
後
市
津
島
）

⃝
参
加
料
＝
３
０
０
円
※
保
険
代
等

⃝
申
し
込
み
＝
男
女
共
同
参
画
・
生

涯
学
習
課
（
☎
２
３
・
１
３
１
８
）

和
紙
の
手
提
げ
バ
ッ
グ
作
り

プ
レ
イ
リ
ー
ダ
ー
研
修
２
級

ひ
ま
わ
り
学
童　

夏
休
み
指
導
員
、
児
童・
生
徒

し
ょ
う
が
い
者
対
象

初
級
パ
ソ
コ
ン
マ
ス
タ
ー
科

肢
体
不
自
由
児
の

海
と
山
の
キ
ャ
ン
プ

県
女
性
海
外
研
修
事
業

「
女
性
研
修
の
翼
」

母
と
子
の
キ
ャ
ン
プ

　河川汚濁の原因といわれている食用廃油
を回収し、リサイクルします。家庭や店舗
で使用した、てんぷら油等の食用廃油は市
役所本庁・各支所の窓口にて回収します。
受付は開庁時間内（8：30 〜 17：15）です。
食用廃油を持ち込む際には、てんぷらカス
等をよくこし取ってから、ふたの付いた容
器に入れてください。ご協力をお願いしま
す。※エンジンオイル等の鉱物性廃油は取
り扱いません。
⃝回収窓口および問い合わせ
社会環境課生活環境係（☎ 23・1462）
黒木総合支所市民生活課環境係
　　　　　　　　　　（☎ 42・1463）
立花支所市民生活福祉課環境係
　　　　　　　　　　（☎ 23・4932）
上陽支所市民生活福祉課（☎ 54・2218）
矢部支所市民生活福祉課（☎ 47・3111）
星野支所市民生活福祉課（☎ 52・3113）

食用廃油を回収します

長
峰
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
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八
女
筑
後
・
荒
尾
玉
名
・
柳
川
み

や
ま
合
同
パ
ー
テ
ィ
ー
。
45
歳
ま
で

の
独
身
男
女
そ
れ
ぞ
れ
20
人
募
集
。

⃝
日
時
＝
５
月
29
日
㈰
10
時
30
分

受
付
、
11
時
ス
タ
ー
ト

⃝
参
加
費
＝
３
５
０
０
円

⃝
会
場
＝
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
い
わ
井

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
結
婚

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
２
・
５

９
０
０
）
※
先
着
順

♥
会
員
登
録
に
よ
り
１
対
１
の
お

見
合
い
も
で
き
ま
す
。
現
在
の
登

録
は
男
性
４
９
５
人
、
女
性
４
３

８
人
。
婚
約
・
成
婚
数
65
組

⃝
募
集
住
宅
＝
県
内
の
県
営
住
宅（
詳

細
は
募
集
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

⃝
募
集
案
内
書
の
配
布
お
よ
び
受

付
期
間
＝
６
月
１
日
㈬
～
６
月
９

日
㈭
※
９
日
消
印
ま
で
有
効

⃝
募
集
案
内
書
の
配
布
場
所
＝
県

住
宅
供
給
公
社
、
同
公
社
筑
後
管

申
込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、「
ふ

く
お
か
エ
コ
ラ
イ
フ
応
援
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｋ
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
環
境
部
環
境

政
策
課
地
球
環
境
班
（
☎
０
９
２
・

６
４
３
・
３
３
５
６
）

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用
者

の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
す
る
た
め
に
は
前
も
っ
て
団

体
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す

《
６
月
利
用
者
の
会
》

⃝
期
日
＝
５
月
21
日
㈯

⃝
時
間・学
校
名
＝
13
時
30
分
～（
福

島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）、
14
時

理
事
務
所
、
市
役
所
建
設
課
、
市

総
合
支
所
お
よ
び
各
支
所
窓
口

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公

社（
☎
０
９
２・７
８
１・８
０
２
９
）

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
海
外
で
の

福
岡
県
出
身
戦
没
者
を
慰
霊
し
、

平
和
を
祈
念
す
る
慰
霊
巡
拝
団
員

を
募
集
し
ま
す
。
定
員
15
人

⃝
行
先
＝
大
連
、ハ
ル
ビ
ン
、ハ
バロ
フ
ス
ク

⃝
期
間
＝
７
月
25
日
㈪
～
31
日
㈰

⃝
申
し
込
み
期
限
＝
５
月
末
日

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
遺
族
連
合
会

（
☎
０
９
２
・
７
６
１
・
０
０
１
２
）

　
県
で
は
、「
ふ
く
お
か
エ
コ
ラ
イ

フ
応
援
サ
イ
ト
」
ま
た
は
「
ふ
く
お

か
エ
コ
ラ
イ
フ
応
援
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」（
福

岡
県
環
境
家
計
簿
）
を
参
考
に
、

電
気
や
ガ
ス
、
水
道
使
用
量
の
削

減
な
ど
、家
庭
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー・

省
資
源
に
取
り
組
む
「
エ
コ
フ
ァ
ミ

リ
ー
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

①
「
ふ
く
お
か
エ
コ
ラ
イ
フ
応
援
サ
イ

ト
」
を
利
用
す
る
人
は
、
パ
ソ
コ
ン
ま

た
は
携
帯
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w.ecofukuoka.jp/

）

②
「
ふ
く
お
か
エ
コ
ラ
イ
フ
応
援
Ｂ

Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
を
利
用
す
る
人
は
、
八

女
市
役
所
社
会
環
境
課
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
当
該
窓
口
に
提
出
し
て
お

15
分
～
（
八
幡
小
、岡
山
小
、西
中
）、

15
時
～
（
上
妻
小
、三
河
小
、南
中
）、

15
時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

北
川
内
小
、
見
崎
中
、
上
陽
中
）

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
近
年
、
性
感
染
症
の
感
染
者
・

エ
イ
ズ
患
者
報
告
数
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
県
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
で
は
予
約
制
で
相

談
・
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
定

感
染
症
検
査
は
匿
名
で
受
け
ら
れ

ま
す
。
結
果
説
明
は
1
週
間
後
と

な
り
ま
す
。
結
果
説
明
は
電
話
で

は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
料
金
無
料
。

⃝
会
場
＝
▽
本
庁
舎
（
柳
川
市
三

橋
町
今
古
賀
・
県
柳
川
総
合
庁
舎

２
階
）
▽
分
庁
舎
（
八
女
市
本
村

25
・
県
八
女
総
合
庁
舎
２
階
）

⃝
時
間
＝
▽
本
庁
舎
は
毎
週
火
曜

日
９
～
10
時
▽
分
庁
舎
は
毎
週
月

曜
日
14
時
～
15
時
（
予
約
制
）

⃝
検
査
項
目
＝
▽
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
梅
毒
・

ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
体
検
査
▽
Ｂ
型
・

Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査

⃝
申
し
込
み
＝
同
所
保
健
衛
生
課

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
８
１
２
）

　
毎
年
５
月
初
め
に
４
月
１
日
現

在
の
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
人

に
、
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を

送
っ
て
い
ま
す
。
５
月
31
日
㈫
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う
。
県
税
事
務
所
や

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米
県
税
事
務

所
（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
１
０
７
８
）

合
同
お
見
合
い
パ
ー
テ
ィ
ー

Ｈ
Ｉ
Ｖ
等
性
感
染
症
検
査

自
動
車
税
は
５
月
31
日
ま
で
に

県
営
住
宅
入
居
者

　自動車税には１台に限り減額免除の制度が
あります。次の事項に該当する人は、軽自
動車納税通知書が届いてから 5 月25日㈬

までに申請してください。ただし、すでに普通自動車
税（県税）の減額免除を受けている人は除きます。また、
障害の級により対象とならないこともあります。なお、
昨年までに申請をしてその内容に変更のない人は、継
続して減額免除になりますが、所有者・車体等に変
更があった場合は新たに申請が必要になります。
◦対象者＝①身体障害者手帳・療育手帳・保健福祉
手帳・戦傷病者手帳を持ち、一定の要件を満たす人
②「①」の人と同一世帯の人
③身体しょうがい者等（身体しょうがい者等のみで
構成する世帯に限る。ただし、常時介護者の証明が
あればこの限りではない）を常に介護する人
◦対象となる車＝身体しょうがい者、知的しょうが
い者、精神しょうがい者、戦傷病者の所有する車（同
一世帯者の所有する車も含む）
◦申請の時に持参する物＝《①の場合》身体障害
者手帳・療育手帳・保健福祉手帳・戦傷病者手帳
のいずれか／印鑑／軽自動車税の納税通知書／運
転免許証／車検証

《②③の場合》証明書などが必要ですのでお問い合
わせください。
◦問い合わせ＝本庁納税課（☎２３・１１１４）
・黒木総合支所市民生活課（☎４２・１４６３）
・立花支所市民生活福祉課（☎２３・４９３２）
・上陽支所市民生活福祉課（☎５４・２２１８）
・矢部支所市民生活福祉課（☎４７・３１１１）
・星野支所市民生活福祉課（☎５２・３１１３）

軽
軽自動車税の減額免税について

　最近もの忘れが気になると心配してい
る人を対象に検診を行います
⃝日時＝６月29日㈬ 13 時～
⃝場所＝立花総合保健福祉センターかがやき
⃝対象者＝もの忘れが気になる人で専
門医療機関を受診していない人
⃝定員＝ 20 人程度⃝検診料＝無料
⃝申し込み方法＝ 5 月13日㈮９時から
電話にて申込受付をします。
⃝連絡＝地域包括支援係（☎23・1203）

県
海
外
戦
没
者
慰
霊
巡
拝
団
員

エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用

もの忘れ予防検診
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無料法律相談
◦ 5 月19日㈭（5/6 予約開始）、6 月2
　日㈭（5/25 予約開始）13 時～16 時／
　※予約・法務局八女支局☎２３・２６０３
◦ 5 月13 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦ 5 月 20 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
　　※予約☎４２・２１３１
◦ 5 月 27 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／地域福祉センター（上陽）
　　※予約☎５４・３００３
◦ 5 月 20 日㈮ 10 時～ 12 時／八女　
　商工会議所　※予約☎２２・５１６１
男女共同参画推進支援委員相談
◦5 月12日㈭ 13 時 30 分～16 時 30 分
※予約男女共同参画・生涯学習課☎ 23・1314
女性相談
◦5 月20日㈮９時～12時 / 働く婦人の家
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦5 月17 日㈫ 10 時～ 11時／黒木総
　合支所第 3 相談室
◦5 月 27 日㈮ 13 時～ 14 時／星野総
　合福祉センター「そよかぜ」
※問い合わせ＝リーベル☎ 22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦ 5 月6日㈮ 13 時～16 時／社会福祉会館
◦ 5 月11日㈬ 13 時～ 16 時
　／立花市民センター（立花）
◦5 月13日㈮ 13 時～ 16 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
行政相談（総務課☎ 23・1111）
◦5 月18日㈬ 13 時 30 分～ 16 時
　／社会福祉会館
◦5 月9日㈪ 13 時 30 分～ 16 時
　／地域福祉センター（上陽）
◦5 月18日㈬ 9 時 30 分～ 12 時　
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦ 5 月11日㈬ 13 時～ 16 時
　/ 立花市民センター 2 階
司法書士相談（社協☎ 23・0294）

◦ 5 月13 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦ 5 月 20 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎ 23・0294）
◦ 5 月18 日㈬ 13 時 30 分～ 16 時
　／社会福祉会館
◦ 5 月 11 日㈬、25 日㈬ 13 時 30 分
　～ 16 時／地域福祉センター（上陽）
◦5 月18日㈬ 9時 30 分～12時　
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦ 5 月11日㈬、25日㈬９時 30 分～12時
　／総合保健福祉センターかがやき（立花）
税務相談
◦5月9日㈪10時～15時／商工会議所
社会保険相談
◦5月18日㈬10時～15時／商工会議所
※予約・年金事務所☎0942・33・6192
不動産相談
◦5月25日㈬13時～15時／商工会議所
創業・経営支援相談
◦5月16日㈪13時30分～16時30分／
　商工会議所　※予約☎２２・５１６１
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦ 5 月17日㈫ 13 時～ 14 時 30 分／
　八女市役所 102 会議室
◦ 5 月12 日㈭９時～ 10 時
　／地域福祉センター（上陽）
◦ 5 月13日㈮・17日㈫ 10 時～12 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦ 5 月17 日㈫ 10 時～ 12 時
　／総合保健福祉センターかがやき（立花）
◦5 月26日㈭10 時～12 時／星野支所
家庭児童相談室
◦平日９時 30 分～ 16 時／市役所内
　※予約（☎２３・１４４８）
◦毎週火曜 10 時～ 16 時／黒木総合
　支所　※予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14 時 30 分～ 16 時
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎

　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜 14 時～ 15 時／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総
　合庁舎）（☎ 0944・72・2812）
多重債務相談
◦毎週火曜 13 時 30 分～ 16 時／社会
　福祉会館　※☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦毎週月・水・金曜８時30分～16時30分
  ／八女市役所消費生活相談室☎ 23・1183
◦毎週水曜9時～16時 ／黒木総合支所
　１階第３相談室☎２３・１１８３

教育相談
◦平日９時～17時／八女市教育研究所
　（☎０１２０・７８４・１１０）
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務
　所（☎０９４２・５２・４９４９）
交通事故相談
◦平日９時30分～12時・13時～16時40分
　／日本損害保険協会（☎092・713・7318）
犯罪被害者相談電話
◦平日９時～ 18 時／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8 時 30 分～ 17 時 15 分
　／南筑後保健福祉環境事務所
　（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日９時～ 12 時・13 時～ 17 時／
福岡財務支局（☎０９２・４１１・７２９１）
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担
保相談（武富士破たんに伴う電話相談）
◦平日18 時～ 20 時／福岡県青年司法
　書士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
労働トラブル電話相談
◦毎週火曜日19時～20時／福岡県青年
司法書士協議会（☎０９２・４７７・８１６０）

火災出火件数   12件 （  19件）
救急出動件数 242件  （745件）
救急搬送人数 227人 （708人）

発生件数 42件 （114件）
傷　　者 56人 （162人）
死　　者 0人 （0人）

※（　）内は 1月からの累計

人口 69,907  (-216)
男 32,940  (-114)
女 36,967  (-102)

世帯数 23,885  (-28)
　※（　）内は前月比

出生 40 人 転入 282人
死亡 82 人 転出 456人

相談はお気軽にどうぞ

◦固定資産税（第1期）
◦軽自動車税（全期）
◦住宅家賃・保育料

▼ 3 月の交通事故の状況

▼ 3 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（4 月1日現在）

▼ 3 月の異動

       納期限・口座振替日は５月31日㈫
※納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると延滞金
が加算されることになります。
※納付書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

５
月
に

納
め
る
も
の

電 話 相 談

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約



♬放送時間＝毎週土曜日 9:30～9:55　♬放送時間＝エフエム福岡 82.1mhz（久留米中継局） 茶のくに
八女は楽しい♬

♪

▼
表
紙
の
ハ
ー
ト
岩
。
自

然
が
造
り
だ
し
た
偶
然
と
は
い

え
、
日
向
神
峡
の
景
色
の
中
で
見

る
と
な
お
さ
ら
神
秘
的
に
感
じ
て

し
ま
い
ま
す
。
恋
愛
に
限
ら
ず
い

ろ
ん
な
願
い
事
を
か
な
え
て
く
れ

そ
う
な
気
が
し
ま
す
。（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
桜
の
花
を
見
る
と
な
ぜ
か
泣

き
た
く
な
り
ま
す
。
特
に
今
年

は
。
花
を
愛
で
る
よ
う
な
心
の
余

裕
も
な
い
方
も
多
い
事
で
し
ょ

う
。
来
年
の
桜
の
時
期
に
は
、多

く
の
方
が
笑
顔
で
過
ご
し
て
お

ら
れ
ま
す
よ
う
に
。（
Ｋ
・
Ｓ
）

福田 愛
あ い さ

紗ちゃん

宮川 涼
す ず

音ちゃん

大塚 心
こ は る

陽ちゃん

Ｈ22年5月5日生（本村）

Ｈ22年5月12日生（豊福）

Ｈ22年5月21日生（新庄）

もーちゃん、お誕生日
おめでとう‼たくさん食
べて元気に育ってね♡

原田家の長男☆ヨッ！色
男♡虎斗くんの成長が
楽しみです♡

1歳おめでとう！
すくすくと元気に育っ
てね。

初めてのお誕生日おめで
とう♡みんなに愛される
やさしい子に育ってね。

すくすくと元気に大き
くなってね。

大好きなお兄ちゃん
と、２人仲良く成長し
てください♡

ハグの笑顔でみんなメ
ロメロ♡元気いっぱい
育ってね‼

これからも元気に大き
く育ってね♡

ゆうたです★こんなに
大きくなりました。これ
からもヨロシクネ♡

大坪 咲
さ く ら

良ちゃん

吉田 虎
と あ

晃ちゃん

高山 大
だ い き

輝ちゃん

Ｈ22年5月6日生（蒲原）

Ｈ22年5月12日生（本分）

Ｈ22年5月23日生（吉田）

坂梨 羽
は ぐ み

空美ちゃん

原口 斗
と う ま

真ちゃん

大石 勇
ゆ う た

太ちゃん

Ｈ22年5月6日生（蒲原）

Ｈ22年5月13日生（本村）

Ｈ22年5月25日生（吉田）

中尾 萌
も え

恵ちゃん

原田 虎
こ と

斗ちゃん

由留部 翔
しょうた

大ちゃん

Ｈ22年5月4日生（室岡）

Ｈ22年5月10日生（亀甲）

Ｈ22年5月19日生（稲富）

平山 登
と う ま

麻ちゃん

津留 颯
は や と

斗ちゃん

上野 颯
そういちろう

一郎ちゃん

Ｈ22年5月4日生（宅間田）

Ｈ22年5月11日生（吉田）

Ｈ22年5月20日生（星野村）

いつもニコニコ元気な暴
れん坊の登麻♡そんな
登麻が大好きだよー♡

♡誕生日おめでとう颯斗♡
大好きな琉生兄ちゃんと仲
良く元気に大きくなってね‼

甘えん坊の颯くん、た
くましく元気で優しい
子になってね！

いたずら大好き咲良
ちゃん！これからもたく
さん楽しませてね♡

わが家のアイドル第 2
号‼お姉ちゃんと仲良
くしてネ☆

☆お誕生日おめでとう☆大
ちゃん両手いっぱいの夢を
つかんで大きくなってね！

お誕生日おめでとう♡
元気で明るい子に育っ
てね‼

♡祝１歳♡
いっぱい食べて元気に
育ってね‼

いつも笑顔のひろと君。
お兄ちゃんたちと仲良
く大きくなってね♡

★祝 一歳★これからも
たくさん咲（わら）って
過ごしていこうね！

ハッピーバースデイ★
かわいい彩香に夢中です
♡のびのびと育ってね

大好きなあやかちゃん。
お姉ちゃんたちと仲良
く大きくなってね♡

高瀬 咲
さき

ちゃん

西江 彩
あ や か

香ちゃん

鹿毛 絢
あ や か

佳ちゃん

宮園 翼
つばさ

ちゃん

森松 侑
ゆうせい

聖ちゃん

鹿毛 大
ひ ろ と

翔ちゃん

Ｈ22年5月10日生（井延）

Ｈ22年5月19日生（本）

Ｈ22年5月26日生（馬場）

Ｈ22年5月9日生（山内）

Ｈ22年5月15日生（星野村）

Ｈ22年5月26日生（馬場）

●問い合わせ　八女市役所観光振興課
（☎23・1192 N23・5411）　八女市役所
矢部支所　（☎47・3111 N47・2855）　

八
女
市
矢
部
村
の
神
の
窟い
わ
や
と
い

う
神
秘
的
な
地
名
を
持
つ
地
域
に

建
つ
八
女
津
媛
神
社
。
大
和
朝
廷

の
時
代
、
景
行
天
皇
が
八
女
の
地

に
巡
幸
さ
れ
た
際
に
、
水み
ぬ
ま沼

の
県あ
が
た
ぬ
し主

“
猿さ
る
の
お
お
あ
ま

大
海
”
が
「
こ
の
地
方
に
女
神

あ
り
。そ
の
名
を
八
女
津
媛
と
いい
、

常
に
山
中
に
居
る
」
と
奉
上
し
た
こ

と
か
ら
八
女
の
地
名
が
起
こ
っ
た
と

い
わ
れ
、
そ
の
女
神
が
祀
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
神
社
の
側
に
は
巨
大
な

岩
、
そ
の
岩
か
ら
落
ち
て
く
る
媛
し

ず
く
と
言
わ
れ
る
水
滴
、
推
定
樹

齢
６
０
０
年
の
権
現
杉
な
ど
が
存
在

し
、
自
然
の
生
命
力
や
神
秘
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
こ
の
境
内
で
は
５
年
に
１
度
、
県

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
八
女

津
媛
神
社
の
浮
立
」
が
公
開
さ
れ
、

太
鼓
や
か
ね
を
持
っ
た
踊
り
手
が
華

や
か
に
舞
い
、
五
穀
豊
穣
や
無
病
息

災
を
祈
願
し
ま
す
（
次
回
は
平
成

26
年
度
に
公
開
）。

ま
た
、
ぜ
ひ一度
見
て
い
た
だ
き
た

い
場
所
が
、
表
紙
で
も
紹
介
し
た
矢

部
に
最
近
誕
生
し
た
新
し
い
観
光
ス

ポッ
ト
“
ハ
ー
ト
岩
”。パワ
ー
ス
ポッ
ト

と
し
て
も
徐
々
に
注
目
を
浴
び
て
い

ま
す
。
国
道
４
４
２
号
か
ら
ダ
ム
上

の
県
道
を
走
り
、
赤
い
ア
ー
チ
の
け

ほ
ぎ
橋
に
出
る
と
目
の
前
にハ
ー
ト
の

形
を
し
た
巨
大
な
岩
が
飛
び
込
ん
で

き
ま
す
。
想
像
以
上
に
巨
大
な
ハ
ー

ト
で
ど
こ
に
あ
る
の
か
最
初
は
戸
惑

い
ま
し
た
が
、
見
つ
け
た
時
は
う
れ

し
さ
と
あ
ま
り
の
大
き
さ
に
思
わ
ず

叫
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。と
に
か
く
で

か
い
！
ま
さ
に
パワ
ース
ポッ
ト
！
け
ほ

ぎ
橋
上
のハ
ー
ト
が
き
れ
い
に
見
え
る

場
所
に
は
“
幸
せ
の
鐘
”
が
あ
り
ま

す
。こ
の
鐘
を
鳴
ら
し
てハ
ー
ト
岩
に

向
かって
願
い
事
を
す
れ
ば
願
い
が
か

な
う
か
も
…
と
幸
せ
な
気
持
ち
に
な

り
ま
す
（
た
だ
し
、
雨
の
日
はハ
ー
ト

の
真
ん
中
に
雨
水
に
よ
る
線
が
入
っ

て
し
ま
う
そ
う
な
の
で
ご
注
意
を
）。

自
然
の
神
秘
を
感
じ
る
矢
部へ
出

掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
！

※本ページ右下のサービス券を持参さ
れると杣の里レストラン「クレソン」
にてドリンク1杯サービスします。ただ
し、食事をされた人のみとなります。

よ
か

茶
の
く
に　
　
　
　
　

　
　

と
こ
巡
り
◇８

神
秘
的
な
自
然
の
世
界
、日
向
神
峡観光振興課 しば

た

ドリ
ンク
一杯
サー
ビス

（杣
の里
）

H2
3.6
月末

有
効
期
限茶

の
く
に

 サ
ー
ビ
ス
券

恋愛成就を願い

幸せの鐘を

鳴らしてみませんか？

編
集
後
記

おたんじょうびおめでとう 満１歳のお子さまの写真を募集しています。名前・生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を添えて、
誕生日前月の７日までに直接お持ちいただくか、郵送でお申し込みください。応募多数の場合は先着
順となります。写真はお返ししていません。●申し込み＝市長公室秘書広報係（☎23・1110）

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

広報

■編集・発行　八女市役所市長公室秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 22・2186
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　
■E-mail：mail@city.yame.fukuoka.jp
※この広報紙は環境にやさしい再生紙、大豆油インクを使用しています



　
市長公室 秘書広報係（秘書） 23・1109
　室長　中園　昌秀 秘書広報係（広報）　 23・1110

企画政策係

　総務部　部長　税田　裕和
総務課
　課長　牛島　義光

総務法制係
23・1111

契約係
情報管理係 23・1294

人事課
　課長　末広　隆

人事係 23・2129
研修厚生係

行財政改革推進課 行政経営係 23・1346
　課長　大石　友也 財政係
生活安全課

生活安全係 23・1731
　課長　馬場　信行
税務課 市民税係 23・1113
　課長　荒尾　好守 固定資産税係 23・1112
納税課 徴収係 23・2666
　課長　野田　博信 収納管理係 23・1114
会計課 会計係 23・1373
　会計管理者兼課長    小川　完 管財係 23・1637

　市民福祉部　部長　古賀　秀木 （福祉事務所長）
市民課
　課長　桜木　恵子

市民係 23・1115
国保年金係 23・1116

　 特定保健係 23・1201
公費医療係 23・1117

福祉課 援護係 23・1350
　課長　平井　　凡 しょうがい者福祉係 23・1335
子育て支援課 子育て支援係 23・1351
　課長　浦部　和子 保育所係
健康課 健康推進係 23・1352
　課長兼八女市地域
   包括支援センター長

介護認定係　 23・1353 
介護サービス係　 23・2545

　　　　鬼丸　一秀 高齢者支援係 23・1308
地域包括支援係 23・1203

　新社会推進部　部長　服部　正男
地域支援課
　課長　大石　法光

地域自立支援係 23・1224
交通対策係

社会環境課 生活環境係

23・1462
　課長　馬場　真一 環境保全係

環境政策係
清掃業務班　

男女共同参画・生涯学習課 男女共同参画推進係 23・1314
　課長　永松　二美 生涯学習係 23・1318

市民会館係 23・2131
スポーツ振興課 ( 総合体育館 )

スポーツ振興係 24・1230
　課長　江崎　邦博
観光振興課

観光振興係　 23・1192
　課長　伊藤　芳浩　
人権・同和政策課

人権・同和政策係 23・1490
　課長　野中　幸作

　建設経済部　部長　牧口健次郎
建設課 管理・住宅係 23・1971
　課長　井上　勝彦 河川係 23・1189

道路係 23・1961
施設管理班

都市計画課 都市計画係 23・2577
　課長　北島　力 町並み景観係
農業振興課 農政係 23・1118
　課長　原田　英雄 農産園芸係
　 農業土木係 23・1119
林業振興課 林政係
　課長　鎌田　久義 林業土木係 23・1168
　 新産業創出係
商工振興課 商工振興係 23・1596
　課長　丸林　成良 企業誘致推進係 23・1153
上下水道局 上水道総務係 23・1949
　局長　高山　敏郎 上水道工務係 23・1107

下水道総務係 23・1148
下水道工務係 23・1670

　教育部　部長　飯田せつ子
学校教育課 総務係

23・1954　課長　井上　俊裕 施設係
指導係  
学務係

文化課 文化振興係 23・1982
　課長　井上　富雄 文化財係

図書館係 22・2504
人権・同和教育課

人権・同和教育係 23・2074
　課長　井上　　明

　監査事務局
監査事務局　 監査事務局 23・2169
　局長　川島　幹夫

　農業業委員会　
農業委員会事務局

農業委員会事務局 23・2407
　局長　諸冨　禎二

　議会事務局　事務局長　近藤義夫
議会事務局（立花庁舎）総務係

23・4922
　局長　近藤　義夫 議事係

※議会事務局及び議場は立花庁舎の２階・３階です。

　特　別　職
　市　長 　三田村　統之
　副市長 　橋爪　隆幸、　北嶋　藤孝
　教育長 　西島　民生　八女市の機構

平成 23 年度における本庁と支所の機
構と配置についてお知らせします。
※Ｈ23年4月1日現在

八女市役所（本庁）
〒 834-8585  八女市本町 647 番地

Ｈ23年度
H23 年度 八女市役所の配置



上　下
水道局

集
団
指
導
室

市長室

応接室

生活安全課

行財政改革
推進課 市長

公室

総務課

２０５
会議室

204
会議室

人
事
課

206
会議室

203
会議室

202
会議室

201
会議室

議員
控室

男女共同参画
生涯学習課

健康課
会議室

健康
相談室

市
金
庫

健康
管理室

ファミリー
サポート
センター

副
市
長
室

待
合
室

副
市
長
室

エ
レ
ベ
ー
タ

エ
レ
ベ
ー
タ

地　域
支援課

監査事務局

階段

トイレ

ト
イ
レ

階
段

階
段

階段

納税課    税務課福祉課西玄関

健康課

上　下
水道局

市民課
（
市
民
係
）

相
談
室

相談室

（公費医療係）（国保年金係）

子育て
支援課

社　会
環境課

農　業
委員会

農　業
振興課

林　業
振興課建設課 都市計画課

１０２
会議室

エ
レ
ベ
ー
タ

会計課

商工振興課

観光振興課
開発公社

玄関

トイレトイレ

思いやり駐車場
（２台分）

授乳室
洋式トイレ

（ベビーチェア・
ベビーシート有）

多目的トイレ
（ウォシュレット、
ベビーシート有）

身体障害者用駐車場

階
段

階
段

階段

階段

❶消費生活相談室（☎ 23・1183）
　　担当・商工振興課
❷家庭児童相談室（☎ 23・1448）
　　担当・子育て支援課

市役所裏駐車場

八女市役所

正面玄関

ベ
ル・ム

ラ
カ
ミ

清水町442

八女市地域包括支援センター※旧八女市・旧立花町の人
（八女市本町647）　☎２３・１２０３

※駐車場は
市役所裏駐車場
を利用されると
広くて安全
です

徒歩1～2分

各相談をご利用くださ
い

消
費
生
活

相
談
室

家
庭
児
童

相
談
室

２階 北
庁
舎

北
庁
舎

南
庁
舎

南
庁
舎

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

１階

階段

エ
レ
ベ
ー
タ

トイレ

人
権・同
和

教
育
課

人
権・同
和

政
策
課

文
化
課

学　校
教育課

教育長室

総務課 
（情報管理係）

301会議室

３階

玄関

207
会議室

302
会議室

市民課
（特定保健係）

⃝市民福祉部長

⃝建設経済部長

⃝新社会推進部長

⃝総務部長

⃝教育部長

ト
イ
レ

１

２

⃝八女市東部地域
包括支援センター
※黒木総合支所内

（☎４２・１１１9）

旧黒ご町・上陽町・
矢部村・星野村
の人はこちらをご
利用ください。

高齢者の相談窓
口として市内２か
所に「地域包括支
援センター」を開
設しています。

１
年
間
保
存
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い



　黒木総合支所長　浅田　秀敏
総務課 総務管理係

42・1112　課長　仁田原和義 まちづくり推進係
　 人権・同和政策係
市民生活課 市民係

42・1113
　課長　井上　龍児 環境係

税務係
42・1463

国保年金係
保健福祉課 福祉・子育て支援係

42・1114　課長兼八女市東部地域
　包括支援センター長

保健係
介護・高齢者係

　　　　仁田原耕太郎 地域包括支援係 42・1119
産業経済課 農政係

42・1115
　課長　小柳　友博 商工観光係
林政課

林政係 42・1116
　課長　井手口 英輔
建設課 庶務係

42・1117　課長　中島　龍良 道路・河川係
　 施設管理班

上下水道係 42・1118
木屋診療所

42・0071
　所長　石倉　昭彦

建
設
課 

市
民
生
活
課

総
務
課

⃝総合支所長

保
健
福
祉
課

八
女
市
東
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

林
政
課

産
業
経
済
課

市民ホール

２階

１階

黒木総合支所 〒 834-1292  八女市黒木町今 1314 番地 1

玄関

　立花支所長　髙山　隆夫
総務課 総務管理係 23・5142
　課長　松尾　耕治 まちづくり推進係 23・5143
市民生活福祉課 市民・税務係 23・4932
　課長　今村　高一 保健・福祉係 23・4933

環境係 23・4934
産業経済課 農林係 23・4940
　課長　原　順三郎 商工観光係 23・4941
建設課 道路・河川係 23・4931
　課長　堤　　裕介 管理係 23・4930

立花支所（立花庁舎 1 階）
〒 834-8555  八女市立花町原島 95 番地 1
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立花庁舎
〒 834-8555  八女市立花町原島 95 番地 1
※立花庁舎の２階 3 階に八女市議会が
入っています。
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⃝支所長

H23 年度 各支所（総合支所）の配置



八女市の市章・
シンボル等

　星野支所長　小波　慶一郎
総務課 総務管理係

52・3112
　課長　伊藤　博之 まちづくり推進係
市民生活福祉課 市民・税務係

52・3113
　課長　山口　尚之 生活福祉係
建設経済課 建設管理係

52・3114　課長　井上　宏行 農林係
商工観光係

　上陽支所長　井上　俊一
総務課 総務管理係

54・2211
　課長　井上　寿代 まちづくり推進係
市民生活福祉課

市民生活福祉係 54・2218
　課長　井上　啓時
建設経済課 建設管理係

54・2219　課長　西木　忠弘 農林係
商工観光係

横山出張所 54・2002

　矢部支所長　栗原　浩暢
総務課 総務管理係

47・3111
　課長　西尾　勝 まちづくり推進係
市民生活福祉課 市民・税務係

47・3111
　課長　新原　恭孝 生活福祉係
建設経済課 建設管理係

47・3111　課長　栗原　昭典 農林係
商工観光係

矢部診療所
47・2700

　所長　吉永　　亮
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⃝支所長

ロビー

１階
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関

階段

会議室商工会

八女上陽森林組合

別館 1階

建設
経済課 総務課

市民生活
福祉課

玄
関

市
民
広
場

上陽支所 〒 834-1102  八女市上陽町北川内 547 番地 1

星野支所 〒 834-0201  八女市星野村 13102 番地 1

矢部支所 〒 834-1492  八女市矢部村北矢部 10528 番地

⃝支所長
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市木（茶の木） 市木（樟の木） 市花（菊）

市花（藤） 市花（しゃくなげ） シンボルマーク イメージキャラクター
（はちひめ）

イメージ
キャラクター
（みどりちゃん）

市章

H23 年度 各支所（総合支所）の配置


